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６月は土砂災害防止月間

広報しょうばら 2008.6 �

防防災災力力をを
高高めめよようう！！

生き埋めや閉じ込められた際の救助

誰が ％ 自助･公助･共助の別
自力で 34.9

自助 66.8％
家族に 31.9
友人・隣人に 28.1

共助 30.7％
通行人に 2.6
救助隊に 1.7 公助 1.7％
その他 0.9
(�日本火災学会：｢兵庫県南部地震における火災に関する調
査報告書｣ による)

特特集集

突
然
で
す
が
、
質
問
で
す
。

災
害
時
に
あ
な
た
を
助
け
て

く
れ
る
の
は
誰
で
す
か
？

昨
年
、
鹿
児
島
県
が
行
っ
た

県
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

｢

消
防

(

団)

や
警
察
か
ら
救

出
し
て
も
ら
え
る
と
思
う｣

と

回
答
し
た
方
が
最
も
多
く
、
そ

の
割
合
は
75
％
を
超
え
て
い
ま

し
た
。

あ
な
た
の
意
識
は
、
い
か
が

で
す
か
？

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

｢

自
力
で｣

｢

家
族
に｣

な
ど
の

自
助
に
よ
る
救
助
は
67
％
、

｢

友
人
・
隣
人
に｣

な
ど
の
共

助
が
31
％
、
救
急
や
自
衛
隊
な

ど
に
よ
る
公
助
は
２
％
に
も
満

た
な
い
割
合
で
し
た
。

地
震
に
限
ら
ず
、
災
害
の
規

模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

行
政
の
対
応
力
は
小
さ
く
な
り

ま
す
。

つ
ま
り
、
災
害
か
ら
尊
い
生

命
や
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め

に
は
、
普
段
か
ら

｢

自
助｣

｢

共
助｣

の
充
実
を
図
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
す
。

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
。

あ
た
な
と
あ
な
た
の
大
切
な

人
を
守
る
た
め
に
、
防
災
力
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

昨年行われた三日市密集地火災想定訓練

平成18年災害
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◎特集 防災力を高めよう！

防
災
訓
練
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、庄
原
消
防
署

(�
０
８
２
４-

７
２-

９
９
１
１)

ま
た
は
お
近
く
の
消
防
署
・
出

張
所
ま
で
。

年
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、

大
雨
や
暴
風
の
前
後
に
河
川
や

用
水
路
な
ど
に
立
ち
入
り
、
犠
牲
と

な
る
人
が
い
ま
す
。
わ
た
し
も
大
雨

の
時
な
ど
、
田
ん
ぼ
を
見
て
回
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
増
水
し
た
水
路

に
近
づ
く
と
、
体
が
す
ー
っ
と
水
の

中
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
感
覚
に

な
り
ま
す
。

い
く
ら
家
の
周
り
が
心
配
で
も
、

命
を
落
と
し
た
の
で
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
増
水
し
た
河
川
や
用
水
路

に
近
づ
く
こ
と
は
、
大
変
危
険
で
す
。

絶
対
に
、
一
人
で
危
険
な
場
所
に
は

行
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

は
皆
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
慌

て
て
し
ま
い
ま
す
。
西
か
ら
天

気
が
崩
れ
、
九
州
地
方
で
大
雨
が
続

い
て
い
る
時
な
ど
は
、
中
国
地
方
で

も
要
注
意
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、

ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
い
い
か
イ

メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
早
め

に
避
難
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
、
頭
で
理
解
し
て
い
て
も
、

実
際
に
訓
練
し
て
い
な
い
と
、

実
践
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

普
段
は
、
消
火
器
の
使
い
方
や
１
１

９
番
通
報
な
ど
、
よ
く
理
解
し
て
い

て
も
、
い
ざ
と
い
う
時
、
実
践
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
事
例
は
数
多
く
あ

り
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
普
段
で
き

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
プ
ロ
の
消
防
士
で
も
、

数
カ
月
火
災
が
な
く
て
、
い
ざ
出
動

す
る
と
慌
て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
火
災

が
な
く
て
も
、
定
期
的
に
出
動
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
な
ど
で
も
防
災
訓
練
に
取

り
組
み
、
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

毎人

ま

｢自助｣ は､ 自分でできることを､ 自分自身で行うことをいいます｡
災害からあなたと家族の身を守るのはあなた自身です｡
そのために､ わたしたちは普段からどんなことに注意し､ どのような備えをすれ
ばよいのでしょうか｡
庄原消防署の西口勤係長にお話を聞きました｡

庄原消防署 消防司令

西口
にしぐち

勤
つとむ

◎危険個所に近づかないこと

備北地区消防組合庄原消防署
予防係長兼小隊長｡
昭和30年生まれ､ 東城町戸宇｡
昭和53年１月に採用｡

自分の身は自分で守る��

人命救助訓練



６月は土砂災害防止月間

広報しょうばら 2008.6 �

広島県は土砂災害危険個所が全国最多で､ 最も土砂災害の起こりやすい県です｡

土砂災害危険個所が身近にあった場合､ 大雨
などで土砂災害が発生する恐れがあります｡
過去に被災した個所を確認するなど､ 自分た
ちが住んでいる地域で､ どこが危険個所か調べ
ましょう｡ 土砂災害危険個所は市役所のほか､
インターネットの広島県防災ウェブでも調べら
れます｡
普段から危険個所を把握し､ 大雨などの時は
早めの避難を心がけましょう｡

近所の危険な場所を知ろう�
いざという時の持ち出し品
を準備�

災害時に集合する避難場所や避難ルート､ 連
絡方法などを確認しておきましょう｡ 避難場所
は市役所のほか､ 市のホームページでも調べら
れます｡ 避難ルートは､ できるだけ危険個所を
さけて設定することが大切です｡
もしも､ 避難することになったら､ 隣近所で
声をかけあい､ お年寄りや子ども､ 体の不自由
な人を優先して､ みんなで助け合って避難しま
しょう｡

災害発生時の避難場所を確認�雨量が１時間に20ミリ以上､ または降り始め
てから100ミリ以上になったら要注意です｡ 今
降っている雨の情報は､ インターネットの広島
県防災ウェブなどで調べられます｡
備北地域は､ １時間に30㎜ (総雨量が60㎜)
以上の雨量が予測される場合に大雨注意報が発
表されます｡ また､ １時間に50㎜ (総雨量が10
0㎜) 以上の雨量が予測される場合には大雨警
報が発表されます｡ テレビやラジオなどで常に
確認しましょう｡

目安を超えたら早めに避難�
土砂災害には前兆があります｡
川の異常な増水やがけのひび割れなど､ 土砂
災害の前兆現象を見かけたら､ 早めに避難しま
しょう｡
●土砂災害の前兆 (山鳴りがする､ 川の水が濁
る､ がけからの水が濁る､ 小石が落ちてくる､
斜面から水が噴き出る､ 沢や井戸の水が濁る
など)

前兆現象に要注意�
●広島県防災ウェブ
http://www.bousai.pref.hiroshima.jp
雨量情報や土砂災害マップなど､ 防災に関する情報が満載です｡
●携帯電話向け ｢広島県防災ウェブ｣
http://www.bousai.pref.hiroshima.jp/i/

QRコード(二次元バーコード)

水や懐中電灯､ ラジオ
をはじめ､ 貴重品､ 食料､
医薬品､ 衣類など､ 持ち
出すものをまとめておき
ましょう｡

すぐに役立つ！

防災情報
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◎特集 防災力を高めよう！ ���
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泉
地
域
は
昔
か
ら
災
害
の
少
な

い
地
域
。
そ
れ
だ
け
に
地
域
住

民
の
危
機
意
識
が
低
く
、
い
ざ
と
い

う
時
に
心
配
な
地
域
で
も
あ
り
ま
し

た
。そ

ん
な
中
、
自
治
振
興
会
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ

｢

誰
も
が
安
心
し
て
、

安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域｣

に
向
け
て
、

｢

自
主
防
災
組
織
を
作
ろ
う｣

と
い

う
声
が
昨
年
度
の
総
会
で
出
ま
し
た
。

早
速
、
振
興
会
内
の
産
業
建
設
部
を

中
心
に
規
約
や
防
災
計
画
を
ま
と
め
、

昨
年
の
６
月
20
日
に

｢

向
泉
自
主
防

災
会｣

を
結
成
し
ま
し
た
。

年
度
は
、
庄
原
市
の
補
助
金
を

活
用
し
、
背
負
い
式
ポ
ン
プ
を

27
基
整
備
。
延
焼
を
防
い
だ
り
、
初

期
消
火
に
役
立
て
た
り
す
る
た
め
、

９
つ
の
集
落
に
３
基
ず
つ
配
備
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
三
次
消
防
署
口
和

出
張
所
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
Ａ

Ｅ
Ｄ

(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

の

講
習
や
、
救
護
講
座
、
文
化
財
火
災

想
定
訓
練
、
防
火
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。｢

参
加
し
て
よ
か
っ
た｣

と

評
判
も
よ
く
、
活
動
を
す
る
た
び
に

参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

防
法
が
改
正
さ
れ
、
庄
原
市
で

は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に

住
宅
全
戸
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
振

興
会
で
は
、
防
災
活
動
の
一
環
と
し

て
早
め
に
設
置
を
呼
び
か
け
よ
う
と
、

火
災
警
報
器
の
一
括
購
入
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
一
括
購
入
に
よ
り
低
価

格
で
斡
旋
で
き
、
約
２
５
０
基
と
予

想
を
は
る
か
に
上
回
る
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
は

｢

い
ず

れ
設
置
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
悪

徳
商
法
も
多
い
の
で
、
信
頼
で
き
る

業
者
か
ら
安
く
購
入
で
き
て
良
か
っ

た｣

と
喜
ば
れ
、
消
防
署
か
ら
は

｢

こ
ん
な
地
域
は
初
め
て｣

と
感
心

さ
れ
ま
し
た
。

域
で
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
家
の
外
に
出
れ
ば
、
今
日

は
誰
が
何
を
し
て
い
る
か
、
夜
に
な

れ
ば
灯
り
が
つ
い
て
い
る
か
、
お
互

い
に
目
配
り
、
気
配
り
を
す
る
こ
と

が
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
日
常
生

活
そ
の
も
の
が
防
災
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
防
災
へ
の
啓
発
、
訓

練
活
動
を
中
心
に
、｢

誰
も
が
安
心

し
て
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域｣

を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

向昨消

地

自分たちの地域は､
自分たちで守る

向泉自治振興会

福歳
ふくとし

年行
としゆき

会長

◎共に支え合い
災害に強い地域を目指す

口和町向泉､ 昭和23年生まれ｡ 口和町
消防団では､ 町の指導員を務めるなど
30年以上にわたり活動してきた｡
向泉自治振興会は､ 129世帯､ 約400人｡

��
｢共助｣ は､ 個人の力だけでは解決が困難なこ
とを､ 地域で協力して行うことをいいます｡
阪神・淡路大震災をきっかけに､ 地域住民など
が力を合わせて助け合う自主防災組織の結成が､
全国的な広がりを見せています｡

平成16年度末で､ 全国の組織率は64・５％､ 広
島県の組織率は61・６％です｡
平成19年度に自主防災組織を結成した向泉自治
振興会の福歳年行会長に､ 防災活動について､
お話を聞きました｡

文化財火災想定訓練
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自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に
連
帯
し
て
、

防
災
活
動
を
行
う
組
織
の
こ
と
で
す
。

平
常
時
は
防
災
訓
練
や
広
報
活
動
、
災
害
時
に
は
初
期

消
火
、
救
出
救
護
、
集
団
避
難
、
避
難
所
へ
の
給
水
給
食

な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
の
合
意
で
結
成
し
、
規

約
、
組
織
、
活
動
内
容
を
定
め
る
こ
と
で
成
立
し
ま
す
。

主
防
災
組
織
と
は

自自治振興区や自治会を活用して結成する方法を
事例に､ 結成の具体的な手順を紹介します｡

主防災組織の結成手順自

自主防災組織の結成について､ 自治振興区や
自治会に提案する｡1

結成準備を行う担当者を決める｡
(防災活動の経験がある人を選ぶのが望ましい)2

役員会でよく話し合い､よりよい案に修正する｡4

役員会で案の了承を得る｡5

自治振興区や自治会の総会で､討議､可決する｡6

自主防災組織の基本的な事項について､ 案を
まとめる｡3
①組織のカタチの決定 ②組織の編成案の作成
③役員の人選 ④規約案の作成
⑤活動計画案の作成 ⑥収支見込み

自主防災組織の結成

組織のカタチには､ いくつかのタイプがありま
す｡ どのような組織にするかは､ 地域の実情に応
じて検討することが大切です｡

主防災組織のカタチ自

【自治振興区が結成する場合の事例】

型 説明 役員構成

重複型
自治振興区の組織を､
そのまま自主防災組織
に兼ねさせるカタチ

自治振興区の代表者､
役員が自主防災組織
の代表者､ 役員を兼
ねる

内部組織型

自治振興区の下に､ 別
に自主防災部門をつく
り､ その部門を自主防
災組織とするカタチ

自治振興区役員とは
別に､ 独自に代表者､
役員を選ぶ

別組織型

自治振興区が中心とな
り､ 自治振興区とは別
に自主防災組織を結成
するカタチ

独自に代表者､ 役員
を選ぶ

(財) 自治総合センターのコミュニティ
助成事業では､ 消防防災資機材の整備を支
援します｡
●助成対象者 自主防災組織および婦人防
火クラブ､ またはその連合体
●助成額 新設の自主防災組織 (30万円～
200万円) など
●助成資機材の参考例 携帯用無線機､ 可
動式動力ポンプ､ ホース､ 防水シート､
テント､ 担架､ 給水タンク､ 炊飯装置
など
※自主防災組織に関することは､ 総務課行
政係 (�0824-73-1123) または各支所地域
振興室に相談してください｡

主防災組織への助成制度自
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◎特集 防災力を高めよう！

年
は
災
害
の
な
い
大
変
穏
や
か

な
一
年
で
し
た
。
し
か
し
、
昨

年
が
嵐
の
前
の
静
け
さ
と
考
え
る
な

ら
ば
、
今
年
は
大
変
怖
い
年
だ
と
思

い
ま
す
。
大
雨
や
台
風
が
来
る
も
の

と
し
て
、
災
害
へ
の
備
え
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

原
市
で
は
過
疎
・
高
齢
化
が
進

み
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
だ
っ
た
り
、
誰
か
の
手
助
け
が

必
要
だ
っ
た
り
、
災
害
弱
者
と
呼
ば

れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
消
防
団
員
は
各

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
の

安
心
・
安
全
は
自
ら
が
守
る
ん
だ
と

い
う
気
概
を
持
ち
、
絶
え
ず
地
域
を

見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
防
災
・
防
火
・
防
犯
と
、
そ
の

役
割
は
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
に
は
、

消
防
団
と
常
備
消
防
が
、
そ
れ
ぞ
れ

持
っ
て
い
る
強
み
・
弱
み
を
補
完
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
地

域
に
暮
ら
す
消
防
団
員
は
、
地
域
の

危
険
個
所
や
各
世
帯
の
家
族
構
成
ま

で
、
だ
い
た
い
把
握
し
て
い
ま
す
。

有
事
の
際
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
生

か
し
て
、
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
へ
の
声
か
け
も

大
き
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
日
頃
か

ら
、
地
域
住
民
と
お
互
い
に
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
危
機
管
理
意
識
を
高

め
、
自
助
・
共
助
を
下
支
え
す
る
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。原

市
消
防
団
も
合
併
し
て
４
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
有
事
に
備

え
、
日
頃
か
ら
各
方
面
隊
、
各
分
団

を
中
心
に
反
復
訓
練
を
重
ね
て
い
ま

す
。
本
年
は
、
消
防
団
員
の
交
流
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
初
め
て
夏
期

訓
練
を
合
同
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

林
野
火
災
想
定
訓
練
も
、
地
域
住
民

参
加
型
で
、
よ
り
効
果
が
高
い
訓
練

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

方
で
、
消
防
団
員
も
高
齢
化
し

て
き
た
り
、
昼
間
は
地
域
を
離

れ
た
り
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
消
防

団
員
だ
け
で
な
く
、
自
主
防
災
組
織

の
結
成
な
ど
、
地
域
住
民
が
お
互
い

に
助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
低
下
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時

に
助
け
合
え
る
と
思
っ
た
ら
、
ど
れ

だ
け
心
強
い
で
し
ょ
う
。
防
災
の
基

本
は
自
助
・
共
助
で
す
。

自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
の
後
援

会
組
織
の
結
成
を
支
援
し
、
各
地
域

の
防
災
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

昨庄

一 庄

自助・共助を補完
｢公助｣ は､ 個人や地域の力では解決できないことについて､ 市､ 消防(団)､ 警
察など公的機関が行うことをいいます｡
その中でも､ 地域住民で構成された消防団は､ 日頃から地域に密着した防災活動
に取り組み､ 災害時には常備消防と共に大きな力を発揮しています｡
消防団の活動について､ 庄原市消防団山口忠男団長にお話を聞きました｡

庄原市消防団

山口
やまぐち

忠男
ただお

団長

◎地域住民と情報を共有し
地域の安心・安全を守る

西城町三坂､ 昭和20年生まれ｡ 昭和39
年に西城町消防団に入団｡ 平成10年に
西城町消防団長｡ 市町村合併により､
平成17年から庄原市消防団長｡

��
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行政・市民・事業者が協働して環境保全

市市はは､､ 将将来来ににわわたたっってて､､ よよりり良良いい生生活活環環境境をを残残ししてていいくくたためめ､､ ｢｢庄庄原原市市環環境境基基本本計計
画画｣｣ をを策策定定ししままししたた｡｡
市市内内でではは､､ 今今､､ 山山林林やや農農地地のの荒荒廃廃がが進進みみ､､ 不不法法投投棄棄ややポポイイ捨捨てて､､ ごごみみのの違違法法なな野野焼焼
ききななどどがが行行わわれれてていいまますす｡｡ ままたた､､ 便便利利ささをを求求めめ続続けけるるわわたたししたたちちのの生生活活がが､､ 自自然然破破壊壊
やや地地球球温温暖暖化化ななどど､､ 地地球球規規模模ででささままざざままなな環環境境問問題題をを引引きき起起ここししてていいまますす｡｡
ここのの計計画画はは､､ 行行政政・・市市民民・・事事業業者者がが協協働働ししてて取取りり組組むむべべきき環環境境施施策策をを示示ししてておおりり､､
総総合合的的・・計計画画的的にに環環境境問問題題のの解解決決をを図図りりまますす｡｡

環環境境衛衛生生課課 �00882244--7722--11339988
｢

さ
と
や
ま
と
の
共
生
で

人
と
地
域
が
輝
く
ま
ち･

庄
原｣

望ましい
環境像������������� ������������

長
期
的
な
目
標
と
し
て
、
望
ま
し
い
環
境
像
を
掲
げ
、
３
つ
の
基

本
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

市
域
の
８
割
以
上
を
山
林
が
占
め
る
本
市
に
お
い
て
、
里
山
資
源

の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
環
境
負
荷
を
低
減
し
、
生
活
環

境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
・
市
民
・
事
業
者
の
協
働
と
、
他
都
市
と
の
連
携
を

深
め
、
日
本
一
の
環
境
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

基本目標

生
活
文
化
・
環
境
の
向
上

�
さ
と
や
ま
暮
ら
し
の
知
恵�
を
掘
り
起
こ
し
、
継
承

と
創
造
と
い
う
視
点
か
ら
現
代
の
暮
ら
し
に
活
か
す
工
夫

を
し
、
生
活
文
化
・
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

自
然
環
境
の
創
造
的
再
構
築

保
全
す
る
自
然
と
創
造
す
る
自
然
と
い
う
２
つ
の
視
点

か
ら
、
庄
原
市
に
と
っ
て
望
ま
し
い
自
然
環
境
の
あ
り
方

を
考
え
、
里
山
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
再
生
・

創
造
し
ま
す
。

里
山
資
源
の
産
業
化
に
よ
る

循
環
型
社
会
の
構
築

里
山
資
源
を
有
効
活
用
し
、
循
環
シ
ス
テ
ム
型
の
産
業

を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

１２３
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目標と施策の方向
計画では､ 平成27年度を目標に､ できる限り具体的な数値目標を設定し､ 施策の方向を示して
います｡
【主な目標指標】

基本施策 指標の内容 現状 目標 (H27)

車の排気ガス等の軽減 低公害車の導入 (公用車) 39台 70台

河川の環境改善
水洗化率 (接続人口/市全人口) 50.5％ 70.0％

河川・水路の清掃活動 (延人数) 5,000人/年 10,000人/年

不法投棄・ポイ捨て対策
パトロール強化 (延人数) 100人/年 1,000人/年

ポイ捨てごみの一斉清掃 (延人数) 12,400人/年 30,000人/年

ごみの減量化 ごみ処理量の削減 (削減率) 10,900ｔ/年 8,700t/年 (20％減)

動植物保護のための調査
と環境整備

市域の希少な動植物の生息生育環境の
保全

－
動植物の調査と生息地図の
作製

里山景観の整備・再生 望ましい里山景観の保全・再生
さとやま景観条例の制定と
実行､支援制度の導入

休耕地を含めた農地の有
効活用

耕作放棄地面積 400ha 200ha

農地利用集積の促進 20％ 40％

森林の整備と有効活用

森づくり事業における森林整備 1,300ha (計画期間)

造林事業の推進 53ha 280ha (計画期間)

間伐事業の推進 964ha 8,000ha (計画期間)

バイオマスの活用

廃食用油のバイオディーゼル燃料による
利活用量

18kl/年 20kl/年

ペレットストーブの導入 111台 1,000台 (計画期間)

木質バイオマスの利活用推進 (間伐材等
利用量)

27ｔ/年 30,000ｔ/年

廃棄物の有効活用
牛糞の堆肥化利用 (利用率) 84％ 90％

一般廃棄物のリサイクル率向上 (リサイ
クル率)

38％ 55％

環
境
会
議
で
計
画
を
推
進

本
年
度
中
に
、
庁
内
の
各
関
係

部
署

(

担
当
者)

で

｢

環
境
推
進

会
議｣

を
設
置
し
ま
す
。

２
年
ご
と
に
目
標
指
標
達
成
状

況
の
評
価
と
、
施
策
や
目
標
の
見

直
し
を
行
い
、
施
策
推
進
の
主
体

と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
施
策
お
よ
び
目
標
の
見

直
し
に
対
す
る
外
部
審
査
機
関
と

し
て
、｢

庄
原
環
境
会
議｣

を
本

年
度
中
に
設
置
し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
行
政
、
市
民
、

事
業
者
お
よ
び
大
学
な
ど
で
構
成

し
、
施
策
や
目
標
の
見
直
し
に
対

す
る
市
民
や
事
業
者
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

※
計
画
の
全
文
は
、
庄
原
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(����������������

��������������������)

に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
衛

生
課

(

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内)

や
各
支
所
環
境
建
設
室
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。
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保健医療課医療係 �0824-73-1155
税務課市民税係 �0824-73-1146

Ｑ. 保険料の納期は？
１. 平成20年３月まで国民健康保険に加入していた方

○４月から､ これまでの国民健康保険税に替わって､ 後期高齢者医療の保険料が原則として
年金からの天引きになっています｡

納付月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
年金からの
天引き月 ● ● ● ● ● ●

※２カ月に１回､ 年金が振り込まれますので､ 保険料も２カ月分が天引きされています｡

２. 平成20年３月まで社会保険や健康保険組合などに加入していた本人
○本年度は､ ７月から９月の３期分を納付書や口座振替などで納付し､ 10月から２月までの
３期分は年金からの天引きになります｡

納付月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
納付書など
での納付月 ● ● ●

年金からの
天引き月 ● ● ●

３. 平成20年３月まで社会保険や健康保険組合などの被扶養者であった方
○平成20年４月から平成20年９月までの半年間は､ 保険料の納付はありません｡
平成20年10月から保険料が年金からの天引きになります｡

納付月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
年金からの
天引き月 ● ● ●

75歳以上 (一定の障害のある方は65歳以上)
の方を対象とした後期高齢者医療制度が､ ４
月１日からスタートしました｡
国民みんなで高齢者の医療を支え､高齢者世代
と現役世代とで医療にかかる費用を分かりや
すく､全体で負担していくための新しい制度
です｡
しかし､ ｢この制度について､ よく分から

ない｣ ｢保険料の算定方法が知りたい｣ など､
ご質問やご心配の声が寄せられています｡
今回は､ 問い合わせが一番多かった保険料
について説明します｡

○被保険者の一人一人が保険料を納めます｡

○高齢者の保険料は､ 医療給付費全体の１
割です｡

○高齢者の保険料は､ 原則として年金から
お支払いいただきます｡ 金融機関などの
窓口でお支払いいただく手間と､ 保険料
徴収のための余分な経費を省くためです｡

○医療機関での窓口負担は､ 変わりません｡

後期高齢者医療制度のポイント

患
者
負
担

公費(約５割)[国：都道府県：市町村＝４：１：１]

高齢者の保険料
１割

後期高齢者支援金(現役世代の保険料)
約４割
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Ｑ. 保険料の計算方法は？
保険料は都道府県ごとに広域連合が一人一人の所
得に応じて決めます｡
保険料は､ 被保険者に人数割でご負担いただく部
分 (均等割) と､ その方の所得に応じてご負担いた
だく部分 (所得割) の合計額です｡ 年金だけで決ま
るわけではなく､ 他の所得も含めた全体の所得に応
じて決めます｡
これまで､ 75歳以上の高齢者のうち多くの方は国
民健康保険に加入し､ 国保税を納めていただいてい
ましたが､ これが後期高齢者医療制度の保険料に切
り替わるものです｡ また､ これまで社会保険などの
被扶養者であった方は､ 今回､ 新たに保険料をご負
担いただくことになりますが､ 急に負担が増えない
よう､ 負担を軽減する措置を講じています｡

★所得の低い世帯の被保険者は､均等割が軽減されます｡

軽減割合
世帯の総所得金額

(被保険者と世帯主の所得の合計額)
均等割額

７割軽減 『33万円』 以下の場合 [12,140円／年]

５割軽減 『33万円＋24.5万円×※世帯の被保険者数』 以下の場合
※被保険者が世帯主の場合は世帯主である被保険者を除いた数となります｡

[20,233円／年]

２割軽減 『33万円＋35万円×世帯の被保険者数』 以下の場合 [32,373円／年]

※公的年金受給者のうち公的年金等控除後の所得から､ さらに15万円を控除して計算します｡
※なお､基準となる額は､ 税制改正などにより今後変更される場合があります｡

本年度の保険料は､ ７月に確定しますので､ 決定通知書を７月中旬
に送付する予定です｡
４月から保険料が年金から天引きになっている方は､ ４月・６月・
８月の３期分は､ 仮徴収額を納付していただき､ 10月から確定した保
険料を納付していただきます｡ ただし､ 仮徴収額を納付していただく
４月・６月・８月の３期分の保険料の増減額は､ 10月・12月・２月の
３期分で調整します｡

保保険険料料のの
決決定定通通知知書書をを
送送付付ししまますす

★平成20年３月まで､社会保険や共済組合などの被扶養者だった方は､ 期間限定の軽減措置があります｡

期 間
保険料の負担

均等割額 所得割額

平成20年４月から平成20年９月まで 負担なし 負担なし

平成20年10月から平成21年３月まで 2,023円 負担なし

平成21年４月から平成22年３月まで 20,233円 負担なし

平成22年４月から 40,467円 (全額負担) 所得に応じて負担
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国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
区

分
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
分
と

介
護
分
に
加
え
、
平
成
20
年
度

か
ら
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が

新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
本
年
４
月
か
ら
発
足
し

た
、
75
歳
以
上
の
人
を
対
象
と

す
る｢

後
期
高
齢
者
医
療
制
度｣

を
支
援
す
る
た
め
、
74
歳
以
下

の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
創

設
に
伴
い
、
税
率
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
の

税
率
を
基
本
と
し
て
税
額
が
大

き
く
変
動
し
な
い
よ
う
に
設
定

し
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
納
付
方
法
と

納
期
が
変
わ
り
ま
し
た

●
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

(

天
引
き)

開
始

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
次

の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
４

月
分
の
年
金
か
ら
保
険
税
を
天

引
き
し
て
い
ま
す
。

世
帯
主
が
国
保
被
保
険
者
で

国
保
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以

上
75
歳
未
満
の
世
帯

た
だ
し
、�
世
帯
主
が
国
保

被
保
険
者
以
外
の
場
合
、�
年

金
額
が
18
万
円
未
満
の
場
合
、

�
介
護
保
険
料
と
の
合
算
額
が

天
引
き
す
る
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
場
合
は
、
普
通
徴

収

(

納
付
書
で
の
納
付
、
口
座

振
替)

と
な
り
ま
す
。

●
保
険
税
の
暫
定
賦
課
を
廃
止

本
年
度
か
ら
保
険
税
の
暫
定

賦
課
を
廃
止
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
保
険
税
の
基

礎
と
な
る
所
得
が
確
定
す
る
ま

で
の
間

(

５
月
、
６
月)

は
、

暫
定
的
に
前
年
度
の
保
険
税
額

を
基
礎
と
し
て
暫
定
賦
課
し
、

所
得
が
確
定
し
た
７
月
に
本
算

定
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
月
ご
と
の
納
付
額
を
均
一

化
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
算

定
方
法
に
す
る
た
め
、
本
年
度

か
ら
７
月
の
本
算
定
に
一
本
化

し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
納
入
通
知
書

の
送
付
は
通
常
年
１
回
と
な
り

ま
す
。(

８
期
分
を
１
冊
に
ま

と
め
て
、
７
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す)

医
療
費
が
増
加
し
、

国
保
会
計
の
財
政
状
況

が
悪
化
し
て
い
ま
す

高
齢
化
や
高
度
医
療
技
術
の

進
展
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
は

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、

国
民
健
康
保
険
世
帯
の
所
得
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

保
険
税
収
入
が
減
少
し
て
い
ま

す
。こ

の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続

け
、
ま
た
保
険
税
収
入
が
伸
び

悩
む
と
税
率
の
見
直
し
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

日
常
の
健
康
管
理
や
早
期
受

診
に
努
め
、
上
手
な
受
診
で
医

療
費
の
増
加
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

●平成20年度の税率

税率等 平成20年度 平成19年度

医療分

所得割 4.4％ 6.2％

資産割 20.4％ 30.0％

均等割 17,500 22,000

平等割 14,500 22,000

賦課限度額 (470,000円) 530,000円

後期高齢者
支援金分
(新設)

所得割 1.8％

資産割 9.6％

均等割 6,700

平等割 5,600

賦課限度額 (120,000円)

介護分

40～64歳
までの方

所得割 1.4％ 1.4％

資産割 9.7％ 9.7％

均等割 8,600 8,600

平等割 4,500 4,500

賦課限度額 90,000円 90,000円

※地方税法施行令の改正により､ 医療分および後期高齢者
支援金分の限度額はカッコ書きの金額になる予定です｡

納期 (納付回数) を10期から８期に変更

仮算定分納期 本算定分納期 納付回数

平成19年度まで ５月～６月 ７月～２月 10回

平成20年度から なし ７月～２月 ８回

( )
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市
は
、
母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
の
就
業
を
支
援
す
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
指
定

さ
れ
た
教
育
訓
練
を
受
講
し
た

場
合
に
、
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

受
講
を
申
し
込
む
前
に
、
事

前
に
相
談
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

市
内
在
住
の
母
子
家
庭
で
、

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
20
歳

未
満
の
子
を
扶
養
す
る
母
。

１
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま

た
は
同
様
の
所
得
の
水
準
に

あ
る
こ
と
。

２
、
雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給

付
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い

な
い
こ
と
。(
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い)

３
、
事
前
相
談
で
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
。

対
象
講
座

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練

給
付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座
な

ど
。(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い)

支
給
額

対
象
講
座
の
入
学
料
、
授
業

料
お
よ
び
そ
の
消
費
税
の
合
計

額
の
20
％
の
額
。(

支
給
額
は

10
万
円
を
限
度
と
し
、
４
千
円

を
超
え
な
い
場
合
は
支
給
し
ま

せ
ん)

母子家庭自立支援教育
訓練給付金事業

女性児童課児童福祉係 �0824-73-1192
����������

児童を養育している方の生活を支援し､ 次世代を担う児童の健全育成を目的として､ 児童手当
を支給します｡

女性児童課児童福祉係�0824-73-1192����������
現在､ 児童手当を受けている方は､ 市

が５月末にご自宅に郵送した ｢児童手当

現況届｣ に必要事項を記入のうえ､ ６月

中に提出してください｡

この現況届の提出がないと､ ６月分以

降の手当は支給できなくなりますので､

ご注意ください｡

毎年､現況届の提出が必要です

対
象
者

12
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

支
給
期
間

申
請
の
翌
月
分
か
ら
12
歳
到
達

後
の
最
初
の
３
月
分
ま
で

支
給
月
額

・
３
歳
未
満

(

３
歳
到
達
の
月
分
ま
で)

一
律

１
万
円

・
３
歳
以
上

(

３
歳
到
達
の
翌
月
分
か
ら)

第
１
子

５
千
円

第
２
子

５
千
円

第
３
子
以
降

１
万
円

支
給
時
期

原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６

月
、
10
月
に
、
４
カ
月
分
を
ま
と

め
て
支
給
し
ま
す
。

所
得
額
の
制
限

児
童
手
当
に
は
、
表
の
と
お
り

所
得
額
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
限

度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
支
給
で

き
ま
せ
ん
。

養育者の税法上の
扶養人数

自営業者の所得限度額
(国民年金・年金未加入者)

サラリーマンの所得限度額
(厚生・共済年金加入者)

０人 ４６０万円 ５３２万円

１人 ４９８万円 ５７０万円

２人 ５３６万円 ６０８万円

３人 ５７４万円 ６４６万円

４人 ６１２万円 ６８４万円

以下１人
増えるごとに ３８万円を加算します

※所得額制限の詳細については､ 女性児童課児童福祉係へお問
い合わせください｡
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７
月
19
日
で
任
期
満
了
と
な
る

庄
原
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
を
６
月
29
日(

日)

告
示
、７
月

６
日(

日)

投
票
の
日
程
で
行
い
ま

す
。こ

の
選
挙
は
、
市
の
農
業
に
関

す
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

中
心
的
役
割
を
担
う
農
業
委
員
を

選
ぶ
、
身
近
で
重
要
な
選
挙
で
す
。

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

選
挙
す
べ
き
委
員
の
定
数
は
合

計
35
人
で
、
各
選
挙
区
の
区
域
、

定
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
投
票
日
時

７
月
６
日
の
７
時
か
ら
18
時
ま

で
。
た
だ
し
、
一
部
の
投
票
所
で

19
時
ま
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
候
補
者
数
が
そ
の
選
挙

区
の
定
数
を
超
え
な
い
と
き
は
、

投
票
を
行
い
ま
せ
ん
。
投
票
を
行

う
場
合
、
入
場
券
を
有
権
者
の
皆

さ
ん
へ
７
月
１
日
ご
ろ
に
郵
送
す

る
予
定
で
す
。

●
投
票
所

市
内
76
カ
所
。
投
票
所
は
入
場

券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
一
般
の
選
挙
と

は
投
票
区
域
が
異
な
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
選
挙
か

ら
投
票
区
の
統
合
を
し
て
い
る
た

め
、
投
票
所
が
変
わ
る
地
域
も
あ

り
ま
す
。

入
場
券
に
記
載
し
て
い
る
投
票

所
名
を
よ
く
確
認
し
て
、
所
定
の

投
票
所
に
行
く
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
有
権
者

こ
の
選
挙
は
、
平
成
20
年
１
月

１
日
現
在
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
提
出
さ
れ
た
申
請
書
に
基
づ
い

て
審
査
、
調
製
し
、
３
月
31
日
で

確
定
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
を
使
用
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
し
か
投
票
で
き
ま
せ

ん
。次

に
該
当
す
る
人
は
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

〇
本
年
１
月
に
農
業
委
員
会
へ
名

簿
登
録
の
申
請
書
を
提
出
し
て
い

な
い
農
家
世
帯
の
人

〇
非
農
家
世
帯
、
耕
作
面
積
10
ア
ー

ル
未
満
の
農
家
世
帯
の
人

〇
農
業
委
員
会
へ
の
手
続
き
を
行

わ
な
い
で
、
第
三
者
所
有
の
10
ア
ー

ル
以
上
の
農
地
を
借
り
て
耕
作
し

て
い
る
農
家
世
帯
の
人

ま
た
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し

て
い
て
も
、
次
に
該
当
す
る
人
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

〇
名
簿
登
録
後
に
市
外
転
出
、
非

農
家
世
帯
へ
市
内
転
居
し
た
人

〇
名
簿
登
録
後
に
農
地
の
賃
貸
な

ど
に
よ
り
、
耕
作
面
積
10
ア
ー
ル

未
満
と
な
っ
た
農
家
世
帯
の
人

●
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
、
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
一
定
の
事
由

が
あ
れ
ば
、
６
月
30
日
か
ら
７
月

５
日
ま
で
の
間
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
不
在
者
投
票
指
定

施
設(

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど)

で
の
不
在
者
投
票
も
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
開
票

７
月
６
日
の
投
票
終
了
後
、
選

挙
区
ご
と
に
開
票
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
２
６

投
票
日
は
７
月
６
日

�����������選挙区 区 域 定数

第１ 旧庄原市・
旧総領町 15

第２ 旧西城町 ５

第３ 旧東城町 ７

第４ 旧口和町 ３

第５ 旧高野町 ３

第６ 旧比和町 ２

市内には､ 約2200カ所もの遺跡があり､ 全国有数の遺跡
の密集地として知られています｡ 遺跡は土地に埋蔵された
文化財なので ｢埋

まい

蔵
ぞう

文
ぶん

化
か

財
ざい

｣ と呼ばれ､ すべての埋蔵文化
財が､ 文化財保護法による保護の対象となります｡
一方､ 私たちの身の回りでは､ 道路や建物の建設工事､
携帯電話のアンテナ工事､ 水道工事や電柱工事など､ 私た
ちの暮らしを良くしていくためのさまざまな土木工事が行
われています｡
もしも､ ｢埋蔵文化財包蔵地｣ で工事が計画されたとき､
場合によっては､ 工事を延期・中断して､ 遺跡の記録保存
のための発掘調査をしなければならないこともあります｡
教育委員会では､ 開発工事の予定地内に埋蔵文化財包蔵
地があるかどうかを確認するための現地調査や､ 試掘調査
をしています｡ 土木工事の計画がある事業主は､ 早めに教
育委員会へ協議してください｡

庄原市は遺跡の宝庫

生涯学習課文化振興係 �0824-73-1189土木工事の前に市へ協議！

小学生が川西町大仙２号遺跡を見学
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市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
個
人

情
報
を
守
り
、�
な
り
す
ま
し�

に
よ
る
証
明
書
な
ど
の
不
正
取
得

や
虚
偽
の
届
け
出
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
各
種
届
け
書
の
提
出

や
、
戸
籍
証
明
、
住
民
票
な
ど
の

交
付
申
請
を
受
け
る
際
に
、
身
分

証
明
書
な
ど
の
提
示
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

本
年
５
月
、
戸
籍
法
と
住
民
基

本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ
、
本
人
確

認
が
厳
格
化
さ
れ
ま
し
た
。

●
戸
籍
：
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁

組
・
養
子
離
縁
・
認
知
届
、
不
受

理
申
し
出

●
住
民
異
動
：
転
入
・
転
出
・
転

居
届
、
世
帯
変
更(

世
帯
主
変
更･

世
帯
合
併
・
世
帯
分
離)

○
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書
な
ど
住
民
票
に
関
す

る
証
明
書

○
戸
籍
謄
本
・
抄
本

(

全
部
事
項

証
明
書
・
個
人
事
項
証
明
書)

、

改
製
原
戸
籍
、
除
籍
な
ど
の
戸
籍

証
明
書

○
戸
籍
の
附
票

○
身
分
証
明
書

○
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書

※
そ
の
他
、
市
税
に
関
す
る
証
明

書
、
保
険
証
の
再
発
行
な
ど
に
つ

い
て
も
本
人
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

�
運
転
免
許
証
・
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド

(

写
真
付)

・
外
国
人
登

録
証
明
書
・
旅
券
な
ど
、
官
公
署

が
発
行
し
た
写
真
付
の
各
種
免
許

証
・
許
可
証
・
資
格
証
明
ま
た
は

身
分
証
明
書

�
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
年

金
証
書
な
ど
、
官
公
署
が
発
行
し

た
写
真
の
な
い
書
類

�
学
生
証
・
法
人
が
発
行
し
た
身

分
証
明
書
な
ど

(

本
人
が
自
書
し
た
会
員
証
、
名

刺
な
ど
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。)

窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。
本
人
確
認
は
、
申
請

者
の
氏
名
や
生
年
月
日
、
住
所
の

確
認
に
よ
り
行
い
ま
す
。�
の
書

類
が
提
示
で
き
な
い
場
合
は
、�

や�
の
書
類
の
う
ち
複
数
の
提
示

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
人
確
認
の
書
類
が
提
示
で
き

な
い
場
合
は
、
必
要
な
事
項
を
お

尋
ね
し
、
確
認
し
ま
す
。

本
人
や
同
一
戸
籍
、
直
系
親
族

以
外
の
人
が
戸
籍
証
明
な
ど
を
申

請
す
る
場
合
や
、
本
人
や
同
一
世

帯
員
以
外
の
人
が
住
民
票
な
ど
を

申
請
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

窓
口
で
の
申
請
と
同
様
、
本
人

確
認
書
類
が
必
要
で
、
本
人
確
認

書
類
に
記
載
さ
れ
た
住
所
地
あ
る

い
は
住
民
登
録
を
し
て
い
る
住
所

地
に
お
送
り
し
ま
す
。

代
理
人
か
ら
の
請
求
の
場
合
、

委
任
状
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

(�
０
８
２
４-

７
３-
１
１
５
７)

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
市
民

生
活
係

本
人
確
認
を
行
う
届
け
出

交
付
申
請
の
際
、

本
人
確
認
を
行
う
証
明
書

提
示
し
て
い
た
だ
く
書
類
の
例

郵
送
で
の
申
請

本
人
確
認
が
厳
格
化

���������������

○減額措置の要件
①平成19年度住民税の課税所得金額＞所得税と住民税の人的控除の差の合計額
②平成20年度住民税の課税所得金額≦所得税と住民税の人的控除の差の合計額
※課税所得金額とは､ 所得金額から所得控除額を差し引いた後の金額
※人的控除とは､ 配偶者､ 扶養､ 障害者､ 寡婦､ 基礎控除など

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
平
成
19
年
か

ら
所
得
税

(

国
税)

が
減
り
、
そ
の

分
住
民
税

(

地
方
税)

が
増
え
て
い

ま
す
。
税
源
の
移
し
替
え
な
の
で
、

｢

所
得
税
＋
住
民
税｣

の
負
担
は
基
本

的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ

て
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ

た
方
は
、
所
得
税
の
軽
減
を
受
け
ず
、

住
民
税
の
増
加
の
み
受
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
下
記
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
は
、
申
告

に
よ
り
、
す
で
に
納
付
済
み
の
住
民

税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に
よ
り
増
額

に
な
っ
た
住
民
税
相
当
額
を
還
付
す

る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
特
例
を
受
け
る
に
は
、
７
月

１
日
〜
31
日
の
間
に
、
平
成
19
年
度

住
民
税
を
課
税
し
た
市
町
村

(

平
成

19
年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市

町
村)

に
、
減
額
申
告
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
市
で
把
握
で
き
る
方
に
つ

い
て
は
、
後
日
、
個
別
に
申
告
用
紙

を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
４
６

平成19年度
住民税
のみ適用



市は､ 予算の執行がどのような状況になっているのかを市民の皆さんに知ってい

ただくために､ 毎年財政状況を公表しています｡ 今回は､ 平成19年度予算の３月31

日現在の執行状況をお知らせします｡

平成19年度の一般会計の予算額は､ 前年度からの繰越事業費14億7,081万円を含

め､ 300億81万円でスタートし､ その後４回の補正により､ 最終予算額は302億5,908

万円､ また13の特別会計の予算総額は､ 繰越事業費を含め203億7,884万円です｡

なお､ 年度は３月末日までですが､ 出納整理は５月31日まで行いますので､ この

たびお知らせする額が､ そのまま平成19年度の決算額となるものではありません｡

(金額は万円未満を四捨五入していますので､ 内訳の合計は必ずしも一致しません｡)

■会計別収支の状況

広報しょうばら 2008.6 ��
■一般会計事項別収支の状況
歳 入 歳 出

予算額 収入済額 予算額 執行済額
市 税 40億6,393万円 41億654万円 議 会 費 2億4,085万円 2億3,873万円
地 方 譲 与 税 5億793万円 5億1,374万円 総 務 費 47億2,958万円 46億4,921万円
地方消費税交付金 4億2,153万円 4億2,153万円 民 生 費 55億2,482万円 47億4,354万円
自動車取得税交付金 2億9,408万円 2億9,406万円 衛 生 費 18億9,488万円 18億4,175万円
地 方 交 付 税 143億4,422万円 143億4,429万円 労 働 費 9,600万円 9,600万円
分担金及び負担金 3億3,902万円 3億1,547万円 農 林 水 産 業 費 20億7,000万円 18億1,865万円
使用料及び手数料 3億268万円 2億8,938万円 商 工 費 4億7,153万円 4億4,996万円
国 庫 支 出 金 20億7,309万円 20億6,386万円 土 木 費 27億3,558万円 22億6,878万円
県 支 出 金 28億6,719万円 21億5,296万円 消 防 費 11億2,936万円 11億1,990万円
繰 入 金 6億6,702万円 5億1,662万円 教 育 費 23億3,901万円 22億7,484万円
繰 越 金 3億2,694万円 3億2,694万円 災 害 復 旧 費 15億8,675万円 15億3,829万円
諸 収 入 5億8,682万円 5億4,920万円 公 債 費 69億557万円 68億8,931万円
市 債 31億4,641万円 1億7,640万円 諸 支 出 金 5億2,536万円 702万円
そ の 他 3億1,824万円 3億1,968万円 予 備 費 980万円 0万円

計 302億5,908万円 263億9,067万円 計 302億5,908万円 279億3,595万円

区 分 予算現額 ① 収入済額 ② ②／① ％ 執行済額 ③ ③／① ％
一般会計 302億5,908万円 263億9,067万円 87.2％ 279億3,595万円 92.3％
特別会計 203億7,884万円 172億932万円 84.4％ 199億9,412万円 98.1％
国民健康保険 48億2,059万円 46億8,183万円 97.1％ 46億7,799万円 97.0％
老人保健 75億1,453万円 68億8,800万円 91.7％ 74億6,181万円 99.3％
介護保険 44億9,445万円 38億147万円 84.6％ 43億6,160万円 97.0％
公共下水道事業 14億4,262万円 7億1,605万円 49.6％ 14億2,703万円 98.9％
農業集落排水事業 9億5,864万円 4億93万円 41.8％ 9億4,675万円 98.8％
その他 11億4,800万円 7億2,104万円 62.8％ 11億1,893万円 97.5％

水
道
事
業

収益的収支 収入 6億9,190万円 6億9,204万円 100.0％
支出 6億7,513万円 6億7,293万円 99.7％

資本的収支 収入 4億1,977万円 4億1,848万円 99.7％
支出 7億1,303万円 7億1,175万円 99.8％

病
院
事
業

収益的収支 収入 16億84万円 14億8,608万円 92.8％
支出 16億84万円 15億2,531万円 95.3％

資本的収支 収入 8,341万円 8,290万円 99.4％
支出 1億292万円 1億283万円 99.9％

財政課財政係 �0824-73-1129平成19年度下半期

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算ののののののののののののののののののののののののの執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況



■市税の収入状況
一般会計

区 分 調定額 収入済額 収入率

市 民 税 17億8,821万円 17億3,095万円 96.8％

固定資産税 25億5,559万円 20億2,657万円 79.3％

軽自動車税 1億1,563万円 1億1,135万円 96.3％

市たばこ税 2億1,690万円 2億1,690万円 100.0％

鉱 産 税 59万円 59万円 100.0％

入 湯 税 2,018万円 2,018万円 100.0％

計 46億9,710万円 41億654万円 87.4％

特別会計

区 分 調定額 収入済額 収入率

国民健康保険税 12億1,285万円 10億6,454万円 87.8％

広報しょうばら 2008.6��

■市債の状況

18年度末
現在高

合 計 703億3,336万円
一 般 会 計 563億5,404万円
特 別 会 計 139億7,932万円
公 共 下 水 道 事 業 64億4,611万円
農 業 集 落 排 水 事 業 37億8,464万円
簡 易 水 道 整 備 事 業 29億7,255万円
そ の 他 7億7,601万円

19年度
借入額
(見込み)

合 計 39億4,171万円
一 般 会 計 28億9,871万円
特 別 会 計 10億4,300万円
公 共 下 水 道 事 業 3億1,440万円
農 業 集 落 排 水 事 業 3億2,830万円
簡 易 水 道 整 備 事 業 0万円
そ の 他 4億30万円

19年度
元 金
償還金

合 計 67億8,753万円
一 般 会 計 59億500万円
特 別 会 計 8億8,390万円
公 共 下 水 道 事 業 2億8,278万円
農 業 集 落 排 水 事 業 7,220万円
簡 易 水 道 整 備 事 業 1億4,541万円
そ の 他 3億8,214万円

年度末
現在高
(見込み)

合 計 674億8,754万円
一 般 会 計 533億4,774万円
特 別 会 計 141億3,843万円
公 共 下 水 道 事 業 64億7,773万円
農 業 集 落 排 水 事 業 40億4,074万円
簡 易 水 道 整 備 事 業 28億2,715万円
そ の 他 7億9,418万円

平成19年度の全会計の借入見込額は約
39億円で､ 返済額 (償還金) は約68億円
となっており､ 市債残高は前年度と比べ
て､ 約29億円減少しています｡

������������������
�

機械室部分の地下工事

�������������� 総務課行政係�0824-73-1123
来年２月末の完成を目指す新庁舎の建
設工事は､ １月に本格的な工事を始め､
現在､ 庁舎の基礎部分､ 機械室などの地
下部分の工事を行っています｡

工事の都合上､ 来年２月末まで､ 現庁舎東側の市
道市役所線を通行止めにしています｡
近隣住民の方々や来庁者の皆さんに大変ご迷惑を
おかけしますが､ ご理解とご協力をお願いします｡



広報しょうばら 2008.6 ��

担い手の高齢化や米価を中心とした農産物価格の低迷などから､ 耕作放棄地や不作付け地など
の遊休農地が増加傾向にあります｡
市は､ 認定農業者をはじめとする集落の担い手を育成し､ 農用地の保全および有効利用を図る
ため､ 農地の利用集積を行う農業者に対して補助金を交付します｡

補助金の概要
１. 交付対象者
○農業委員会を通して６年以上の賃借権の設定を受けた者
○庄原市に住所がある者
○賃借権設定後の経営耕地面積が､ ２ヘクタール以上の者
○米の生産調整の実施者

２. 補助金の額

※経営耕地面積の２ヘクタールを超える面積に､上記の表に定める額を乗じた額となります｡(千円未満切り捨て)
※国・県の同種の補助金を同一時期に受けようとする農地は除きます｡

３. 賃借権の設定期間の終期および補助金対象の有無
利用権設定の新規・更新の申し出をいつされても最終期日 (満了日) は､ １月末です｡
≪参考例 ６年設定の場合≫

※１ 利用権設定の申出書提出先は､ 農業委員会です｡
※２ この補助事業では､ 端数が９カ月以上の場合は１年とみなしています｡
※３ 10年設定の場合は､ 平成20年３月15日までに利用権設定の申請書を農業委員会に提出していないと６年

以上10年未満の補助金額となります｡

賃借権の設定期間
補助金の額 (10アール当たり)

田 畑 (採草放牧地を除く)

① ６年以上10年未満 5,000円 2,000円

② 10年以上 10,000円 4,000円

利用権設定の
申出書提出日 公告 (設定日) 満了日 実質期間 補助金交付

対象の有無
H19.11.16
～H19.12.15 平成20年２月１日 平成26年１月31日 ６年０月 ６年設定

①交付対象
H20.2.16
～H20.3.15 平成20年５月１日 平成26年１月31日 ５年９月 ６年設定※２

①交付対象

H20.3.16
～H20.4.15 平成20年６月１日 平成26年１月31日 ５年８月 補助金交付

対象外※３

農林振興課農政係 �0824-73-1131����������������
―庄原市農地利用集積促進事業補助金―

利用権設定とは

農地を借りて経営規模を拡
大したい意欲ある農業者と､
高齢や勤めなどの事情で耕作
できない農地所有者との間で､
農地貸借などの権利 (利用権)
を設定し､ 農地の有効利用と
農業の振興を図ることを目的
とする事業です｡

���������
交付申請
ただいま､ 平成19年８月１日以降に利用権設定をした方の
補助金交付申請を受け付けています｡
申請書の提出は､ ７月31日までです｡ 申請書は､ 農林振興
課および各支所地域振興室にあります｡ お早めに提出してく
ださい｡
○提出先 農林振興課農政係または各支所地域振興室

７/31まで
�
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公
文
書
の
公
開
と
個
人
情
報
の
運
用
状
況

総
務
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行
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②個人情報ファイルの届け出件数および自己情報開示等請求件数
(H20.3.31現在)

実施機関区分
ファイルの
届け出件数

開示請求
件数

公開・非公開決定などの内訳
公開 非公開

市長 ２２３ － － －
教育委員会 １３ － － －
選挙管理委員会 １９ － － －
監査委員 １ － － －
公平委員会 １ － － －
農業委員会 ５ － － －
水道事業管理者 ６ － － －
病院管理者 ４ － － －
議会 ２ － － －

合計 ２７４ － － －
(平成19年度中､個人情報に関する訂正､削除および中止の請求はありませんでした｡)
※個人情報ファイルの届け出件数とは､各課において個人情報を扱っている文書の届け出件数のことです｡

①公文書の開示請求などの状況 (H20.3.31現在)

請求を
受けた機関

請求件数 公開・非公開などの内訳
公開 部分公開 非公開

市長 ３８ ２６ １ １１
教育委員会 ８ ４ ２ ２
議会 ２ １ － １

合計 ４８ ３１ ３ １４

平
成
19
年
度
の
庄
原
市
の

実
施
機
関
が
持
つ
公
文
書
の

公
開
お
よ
び
個
人
情
報
の
運

用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

公
文
書
の
公
開
を
求
め
る
権

利
を
明
ら
か
に
し
、
市
政
に

関
す
る
情
報
の
公
開
に
つ
い

て
適
正
に
行
い
、
開
か
れ
た

市
政
を
推
進
す
る
こ
と
に
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
一
方
で
個
人

情
報
の
保
護
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
市
が
保
有

す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

保
護
条
例
を
制
定
し
て
い
ま

す
。

①
爪
水
虫
に
つ
い
て

水
虫
は
白
癬
菌

は
く
せ
ん
き
ん

と
い
う
カ
ビ

の
一
種
が
皮
膚
に
寄
生
し
て
起

こ
る
身
近
な
感
染
症
で
す
。
白

癬
菌
は
皮
膚
の
表
面
を
お
お
っ

て
い
る
角
層
の
成
分
で
あ
る
ケ

ラ
チ
ン
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
を

栄
養
源
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

足
だ
け
で
な
く
体
の
ど
こ
に
で

も
、
さ
ら
に
は
皮
膚
の
一
部
で

あ
る
爪
や
髪
の
毛
に
も
寄
生
し

ま
す
。
爪
水
虫
に
な
る
と
、
爪

は
白
く
濁
り
、
変
形
し
、
ぼ
ろ

ぼ
ろ
欠
け
て
き
ま
す
。

②
爪
水
虫
と

紛
ら
わ
し
い
皮
膚
病

爪
に
で
き
る
皮
膚
病
は
水
虫

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
爪
水

虫
と
区
別
す
べ
き
主
な
疾
患
と

し
て
、
爪
乾
癬
か
ん
せ
ん

、
爪
扁
平
苔
癬

へ
ん
ぺ
い
た
い
せ
ん

、

厚
硬
爪
、
爪
甲
栄
養
障
害
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

爪
水
虫
と
診
断
す
る
た
め
に

は
、
白
色
〜
黄
褐
色
に
濁
り
分

厚
く
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
爪
の

部
分
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
や
メ
ス
で

採
取
し
、
そ
の
中
に
白
癬
菌
が

い
る
か
ど
う
か
、
顕
微
鏡
を
使
っ

て
調
べ
ま
す
。

③
爪
水
虫
の
治
療
は

飲
み
薬
で

爪
水
虫
の
治
療
に
は
飲
み
薬

を
用
い
た
治
療
法
が
主
に
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
飲
み
方
に
は

約
６
カ
月
毎
日
飲
む
方
法
と
、

｢

パ
ル
ス
療
法｣

が
あ
り
ま
す
。

｢

パ
ル
ス
療
法｣

と
は
、
１

週
間
薬
を
飲
み
、
３
週
間
は
服

用
を
休
む
サ
イ
ク
ル
を
３
回
繰

り
返
す
治
療
法
で
す
。
３
カ
月

の
う
ち
、
服
用
期
間
は
合
計
21

日
間
に
な
り
ま
す
。
飲
み
薬
の

副
作
用
と
し
て
は
肝
障
害
、
血

液
障
害
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
血
液
検
査
を
時
々
行

い
、
副
作
用
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

飲
み
薬
に
は
、
薬
の
相
互
作

用
に
注
意
が
必
要
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
値
段
が
高
く
、

治
療
費
が
か
さ
む
と
い
っ
た
問

題
も
あ
り
ま
す
。
飲
み
薬
の
有

効
率
は
だ
い
た
い
75
％
程
度
で

す
。

④
外
用
の
工
夫

内
服
が
で
き
な
い
、
あ
る
い

は
内
服
を
希
望
し
な
い
場
合
に

は
、
塗
り
薬
の
適
用
と
な
り
ま

す
が
、
通
常
の
塗
り
薬
の
み
で

は
有
効
率
が
極
め
て
低
い
た
め
、

外
用
の
工
夫
、
物
理
的
治
療
の

併
用
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

外
用
法
の
工
夫
と
し
て
は
密

封
療
法
、
尿
素
軟
膏
の
併
用
、

物
理
的
治
療
と
し
て
は
爪
甲
研

磨
術
、
爪
甲
除
去
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
当
科
で
も
物
理
的
治
療

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
ニ
ッ

パ
ー
な
ど
を
用
い
て
病
爪
を
薄

く
削
り
、
塗
り
薬
が
よ
り
浸
透

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

庄原赤十字病院
皮膚科

大原直樹

爪
水
虫
の
治
療

� �� �
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原
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０
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９
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０
８
４
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０
０
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こ
れ
か
ら
梅
雨
時
期
に
入

り
、
大
雨
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

市
内
に
は
古
い
た
め
池
も
多

く
、
新
た
に
災
害
が
発
生
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
た
め
池
の
堤
体
に
草
木
が

繁
っ
て
い
る
と
、
堤
体
の
ひ

び
割
れ
や
漏
水
が
見
つ
け
に

く
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
草
木
の
根
が
地
盤

を
ゆ
る
め
て
決
壊
の
原
因
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
梅

雨
前
に
立
木
や
雑
草
は
刈
り

取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
た
め
池
の
洪
水
吐
や
放
水

路
に
ゴ
ミ
や
土
砂
な
ど
が
流

れ
込
ん
で
い
た
ら
、
そ
れ
ら

を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
貯
水
量
を
増
大
さ
せ
る
目

的
で
、
土
の
う
な
ど
を
積
み

あ
げ
て
い
る
場
合
は
こ
れ
を

取
り
除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

(

土
の
う
な
ど
を
取
り
除
い

て
い
な
い
場
合
、
い
わ
ゆ
る

人
的
行
為
に
よ
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

災
害
が
発
生
し
て
も
復
旧
事

業
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。)

③
事
前
に
、
た
め
池
の
堤
体

に
陥
没
や
ひ
び
割
れ
、
漏
水
、

湿
っ
て
柔
ら
か
く
な
っ
た
個

所
が
な
い
か
を
点
検
し
ま
し
ょ

う
。
も
し
異
常
が
あ
っ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

④
井
せ
き
の
洪
水
吐
で
角
落

と
し
方
式
の
も
の
は
、
洪
水

時
に
操
作
で
き
な
い
の
で
、

大
雨
な
ど
の
予
報
が
で
た
ら

速
や
か
に
取
り
除
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

〈
農
地
・
農
業
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
の
対
象
〉

現
在
、
耕
作
し
て
い
る
農

地

(

田
・
畑)

、
た
め
池
、

頭
首
工
、
用
・
排
水
路
、
農

道
な
ど

〈
災
害
の
対
象
と
な
る
条
件
〉

◆
24
時
間
雨
量
80
㎜
以
上

◆
時
間
雨
量
20
㎜
以
上

◆
被
災
時
の
河
川
水
位
が
警

戒
水
位
以
上

◆
１
カ
所
の
工
事
の
費
用
が

40
万
円
以
上
の
も
の

◆
農
業
用
施
設
は
利
用
者

(

関
係
者)

が
２
戸
以
上
の

も
の

〈
地
元
の
分
担
金
〉

◆
農
地

復
旧
事
業
費
の
４
％

◆
農
業
用
施
設

復
旧
事
業
費
の
２
％

※
工
事
着
手
前
に
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

〈
災
害
発
生
時
の
連
絡
先
〉

農
村
整
備
課
耕
地
係
ま
た

は
各
支
所
環
境
建
設
室
へ
お

願
い
し
ま
す
。

※
期
間
が
過
ぎ
る
と
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
急
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

農
村
整
備
課
耕
地
係�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
３
６

農
地
・
農
業
用
施
設
の
防
災
対
策

安
心
＆
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

危
険
物
安
全
週
間

６
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
の�

�����
危
険
物
安
全
週
間�

�������������
�������������
�������������
�������������
��������������� ��
��������������
�������������
������������ ��
�������������
����������危

険
物
を

取
り
扱
う
と
き
に
は

������

鋼
製
容
器���
��

専
用
の
ポ
リ
容
器
な
ど�
������������
������� �������

エ
ン
ジ
ン
を
停

止�������漏えい�飛散�������
���������������
������������
������������
������������
������������
�����������住

宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
は
お
早
め
に

������������
��������������
��

住
宅
用
火
災
警
報
器���

�����������������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������

安
全
へ

確
か
な
ス
マ
ッ
シ
ュ

保
守
点
検

平
成
20
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語
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庄
原
市
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
放
送
公
開
録
画

ワニの詞
うた

を披露する小林富子さん(左から２人目)

Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
開
局
80
周
年

を
記
念
し
て
、
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広

島
放
送
局
は
５
月
11
日
、
市
民
会
館

で
衛
生
第
２
テ
レ
ビ
の
番
組

｢

行
く

よ
！
後
輩

ほ
い
き
た
！
先
輩｣

の

公
開
録
画
を
し
ま
し
た
。

こ
の
番
組
に
、
地
元
か
ら
庄
原
格

致
高
校
写
真
部
、
郷
土
料
理
研
究
家
、

西
城
町
の
刀
鍛
冶
、
高
野
町
の
雪
合

戦
チ
ー
ム
が
出
演
。
先
輩
と
後
輩
を

切
り
口
に
、
タ
レ
ン
ト
の
松
本
明
子

さ
ん
、
マ
ギ
ー
審
司
さ
ん
、
歌
手
の

石
原
詢
子
さ
ん
と
楽
し
い
ト
ー
ク
を

展
開
し
ま
し
た
。

郷
土
料
理
研
究
家
の
小
林
富
子
さ

ん
が

｢

庄
原
に
ワ
ニ
料
理
を
食
べ
に

き
ん
さ
い｣

と
呼
び
か
け
た
り
、
広

島
県
雪
合
戦
連
盟
の
根
波
裕
治
さ
ん

が

｢

日
本
一
の
雪
合
戦
チ
ー
ム
を
育

て
た
い｣

と
語
っ
た
り
、
庄
原
市
の

魅
力
や
人
と
人
の
結
び
つ
き
の
素
晴

ら
し
さ
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

こ
の
公
開
録
画
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
生

第
２
テ
レ
ビ
で
、
６
月
14
日

(

土)

18
時
か
ら
18
時
53
分
に
放
送
さ
れ
る

予
定
で
す
。

(

市
民
会
館)

｢

げ
ん
き｣

と

｢

や
す
ら
ぎ｣

の
ま
ち
へ

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
健
康
福
祉
ま
つ
り

Ｎ

康
や
福
祉
の
意
識
を
高
め
よ
う

と
、
市
と
市
教
育
委
員
会
は
５

月
25
日
、
庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
５
会
場
で
、
２
０
０
８
健
康
福
祉

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
で
活
動
し
て
い
る
52
団
体
が

参
加
。
今
回
は
、
高
校
生
も
加
わ
り
、

庄
原
格
致
高
校
写
真
部
や
庄
原
実
業

高
校
の
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
チ
ー
ム
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
健
康
や
福
祉
を
テ
ー

マ
に
、
パ
ネ
ル
展
示
や
活
動
発
表
、

バ
ザ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
約
２
、０

０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。来

場
者
は
、
医
師
と
看
護
師
に
よ

る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
、
健
康
管
理
の
大
切
さ
を
改
め
て

認
識
し
た
り
、
各
種
団
体
の
い
き
い

き
と
し
た
活
動
発
表
か
ら
元
気
を
も

ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

(

保
健
医
療
課)

健

笠原武吉さんが元気よく健康宣言

健康状態をチェック
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月７日､ ｢庄原産直市｣ が広島市
安佐南区八木へオープンします｡
この ｢庄原産直市｣ は､ ㈱庄原市農
林振興公社が直営店舗として新たに営
業を開始するものです｡ これまで広島
市南区江波で営業していた店舗を移転
し､ 店舗スペースや駐車場を拡大する
など､ 農産物の販売体制を充実させ､
農家所得の向上を目指します｡
㈱庄原市農林振興公社では､ 農産物
などの出荷者を募集しています｡ 出荷
を希望する方は､ �0824-72-5090まで
ご連絡をお願いします｡

(政策推進課)

ん
ば
る
農
業
支
援
事
業
補
助
金
の
第
一

回
審
査
会
を
、
５
月
12
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
補
助
金
は
、
庄
原
市
が
目
標
と
し
て

い
る

｢

農
業
所
得
10
％
ア
ッ
プ｣

に
向
け
、

営
農
意
欲
が
あ
り
農
畜
産
物
を
販
売
す
る
農

業
者
を
幅
広
く
支
援
す
る
制
度
と
し
て
、
本

年
度
新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。

審
査
会
で
は
、
市
や
Ｊ
Ａ
庄
原
の
担
当
者
、

営
農
指
導
員
な
ど
、
６
人
の
審
査
委
員
が
４

月
に
申
請
さ
れ
た
書
類
を
審
査
。
協
議
の
結

果
、
７
件
に
補
助
金
の
交
付
が
決
ま
り
ま
し

た
。申

請
は
、
こ
れ
か
ら
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

が
ん
ば
る
農
業
支
援
事
業
補
助
金
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

(�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
３
２)

ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
室
ま
で
。(

農
村
振
興
課)

が
ん
ば
る
農
業
支
援
が
ス
タ
ー
ト

第
一
回
補
助
金
審
査
会

庄原産直市八木店 (�082-873-7700)
・住 所 広島市安佐南区八木5-4-5
・営業時間 ９時30分～18時
・定休日 なし

川
大
地
震
が
５
月
12

日
に
発
生
し
、
市
が

友
好
協
力
協
定
を
締
結
し

て
い
る
四
川
省
綿
陽
市
で

も
多
大
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

市
は
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
綿
陽
市
の
一
日
も

早
い
復
興
を
願
い
、
５
月

14
日
か
ら
18
日
ま
で
の
５

日
間
、
市
街
地
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
募
金

活
動
を
し
た
ほ
か
、
東
城

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

や
健
康
福
祉
ま
つ
り
で
も

行
い
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
５
月
26

日
現
在
で
約
70
万
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
感
謝
し
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
募
金

は
、
被
災
者
の
支
援
活
動

に
使
用
す
る
た
め
、
募
金

の
際
に
ご
記
入
い
た
だ
い

た
名
簿
と
合
わ
せ
て
綿
陽

市
へ
送
金
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
各
種
団

体
か
ら
市
長
へ
義
援
金
が

届
け
ら
れ
る
な
ど
、
支
援

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
役
所

本
庁
や
各
支
所
の
窓
口
な

ど
に
募
金
箱
を
設
置
す
る

ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
募
金
活
動
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(

企
画
課)

｢庄原産直市｣新店舗オープン
農産物の販売体制を充実

６

が

綿
陽
市
の
復
興
を
願
う

四
川
大
地
震
に
募
金
活
動四

審査会の様子
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原
市
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
３
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

｢
し
ょ

う
ば
ら
さ
と
や
ま
バ
ス
ツ
ア
ー｣

が
好
評
で
す
。

庄
原
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
は
、

こ
れ
ま
で
５
つ
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
11
日
間
で

延
べ
約
５
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
４
月
23
日
の

｢

し
だ
れ
桜
と
田
舎
料

理
バ
イ
キ
ン
グ
を
堪
能
す
る
旅｣

に
は
、
こ
れ
ま

で
で
最
高
の
86
人
が
応
募
。｢

ま
た
参
加
し
た
い｣

｢

次
回
の
ツ
ア
ー
は
い
つ
？｣

な
ど
の
声
が
多
く
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
広
島
市
か
ら
年
間
１
０

０
便
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
募
集
チ
ラ
シ
は
、
広

島
市
内
の

｢

夢
ぷ
ら
ざ｣

や

｢

た
び
館｣

な
ど
に

置
い
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
比
婆
山
や
帝
釈
峡
の
ツ
ア
ー
を
計
画

中
で
す
。

(

商
工
観
光
課)

�

子どもたちに人権の大切さを話す増原さん

は､ 市内の全小学校へ ”人権の花”を
配布しました｡
この運動は､ 児童が配布した花の種を育
成する中で､ 協力や感謝することの大切さ
を学び､ 思いやりの心や人権思想を育むこ
とを目的として､ 毎年実施しています｡
本年度､ 人権教育開発事業の指定を受け
た口北小学校 (児童35人) では､ ４月21日
に贈呈式を行い､ 人権擁護委員の増原豊さ
んから花の種と肥料を受け取りました｡
増原さんは ｢花という漢字は草が化ける
と書いたものが変化してできた｡ きれいな
花に化けるよう､ みんなで大切に育てよう｣
などと､ 人権を守ることの大切さを呼びか
けました｡ (口和支所市民生活室)

� �

成20年全国広報コンクール (社団法人日本
広報協会が主催) の審査会が行われ､ 本市

の ｢広報しょうばら｣ 12月号が広報紙 (市部)
の部門で第９席に入選し､ ３年連続の受賞に輝
きました｡
コンクールには､ 各都道府県の代表作品58点
が応募｡ 企画内容や文章力､ レイアウト､ 表現
力などが審査され､ ｢きめの細かい企画と創造
的な編集が実現されている｣ と高い評価を受け
ました｡
広報紙は､ 皆さんからの情報があって作られ
ます｡ 貴重な時間を割いて取材に応じていただ
いた皆さんをはじめ､ ご協力いただいた全ての
皆さん､ ありがとうございました｡
これかも､ 市の課題を取り上げ､ まちづくり
に貢献できる広報紙づくりを目指していきます｡

(企画課)

さ
と
や
ま
バ
ス
ツ
ア
ー
が
盛
況

広
島
市
か
ら
庄
原
市
へ
年
間
100
便

みんなで咲かそう ”人権の花”
｢人権の花｣ 贈呈式

庄原市が３年連続受賞
全国広報コンクール

庄

りんごの花見ツアーを楽しむ

市

平

地域農業を特集した ｢広報しょうばら｣ 12月号
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観光シーズンの幕開けを祝う
帝釈峡湖水開き
第41回帝釈峡湖水開きが４月29日､ 神龍湖で
行われました｡
絶好の観光日和となり､ 多くの観光客が見守
る中で､ 今シーズンの安全を祈願しました｡
その後､ 紅白の煙を吐きながら龍をかたどっ
た龍船が登場し､ 湖上を泳ぐこいのぼりの中央
にある大くす玉を割ると､ 観光客から歓声が上
がりました｡
トレイルセンターしんりゅう湖前広場では､
地元鬼神太鼓やアマチュアバンドの演奏があり､
観光シーズンの幕開けを祝いました｡

煙を吐きながら龍船が登場

草を楽しむイベント満載
総領で草レチック大会
ともいきの里とハイヅカ湖観交協会が４月29日､ 総領
町稲草のなかつくに公園で､ 草を楽しむ草レチック大会
を開催しました｡
テーマは ｢草で遊ぼう！草を食べよう！草を歌おう！｣｡
草で遊ぼう！では､ 公園内で四葉のクローバー探しや､
数種類の草花を全部探す草原の宝探しをしました｡ 参加
者は四葉のクローバーを十数本も見つけたり､ 七葉､ 八
葉のクローバーを見つけたりしていました｡
草を食べよう！では､ 食べられる山野草を摘んだ後､
雑草を食う会が行われ､ 山野草の料理を楽しみました｡
午後からは草笛コンサートや､ 靴や紙ヒコーキを飛ば
す大会もあり､ 大人から子どもまで､ 草をキーワードに
なかつくに公園を満喫しました｡

四葉のクローバーを探す参加者

鬼神太鼓が熱演

靴飛ばしを楽しむ子どもたち
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山菜料理で三河内の魅力を発信
楽笑座で ｢里山の春を食う会｣
自慢の山菜料理を思い切り食べてもらおうと､ 比和町の三河内
地域振興会による ｢里山の春を食う会｣ (楽笑座友の会主催) が
５月９日､ 庄原市街地の楽笑座で開催されました｡
昨年に続いて２回目で､ 振興会の女性部員が中心となり､ 前日
から山菜を集め､ 山菜の天ぷらや和え物､ たけのこご飯など21品
目を調理しました｡
500円で食べ放題とあって､ 開店前から長蛇の行列｡ 一つ一つ

山菜を確認しながら､ お皿いっぱいに料理を盛り付けていました｡
客の多くは ｢フジの花の天ぷらは初めて｣ などと話し､ 山菜料理
が多くあることに驚いていました｡
振興会の田中稔会長は ｢このイベントを通して､ 地域資源を再
発見し､ そして三河内地域の良さを多くの人に知ってもらいたい｡
今後､ 三河内に来てもらうきっかけになるのでは｣ と喜んでいました｡

読書活動の推進に高い評価
｢山の子会｣ が文部科学大臣賞

東城町で本の読み聞かせなどを行っているボラ
ンティア団体 ｢山の子会｣ が､ 平成20年度子ども
の読書活動優秀実践団体として文部科学大臣賞を
受賞しました｡
山の子会は､ 昭和51年から約30年間､ 読書活動
の大切さや楽しさを伝え､ 心豊かでたくましい子
どもを育む活動を続けてきました｡
長年にわたる地域の社会教育､ 読書活動の推進
に貢献したことが高く評価され､ 今回の受賞とな
りました｡
現在の会員数は34人で､ 週一回の小学校での読
み聞かせをはじめ､ 紙芝居や布絵本､ パネルシア
ターを作成し､ 保育所や公民館で上演しています｡
また､ 近隣の市町へ出向き､ 紙芝居や手作り絵本
を披露したり､ 依頼に応じておはなし会を行った
りしています｡
会員は､ ｢この受賞を励みに､ これからもがん

ばりたい｣ と話していました｡

お目覚めピアノで元気づくり
夜桜ライトアップコンサート
夜桜ライトアップコンサートが４月18日､ 高野
町の円正寺で開催されました｡
県の天然記念物に指定されている円正寺のしだ
れ桜の良さを多くの人に知ってほしいと､ 桜を守
る会が企画｡
ライトアップされ､ 幻想的な雰囲気の中､ ジャ
ズピアニストの河野康弘さん (東京都) がジャズ
を演奏しました｡ ジャズあり､ 笑いありのコンサー
トは､ 途中､ 尺八奏者の奥迫昭夫さん (東城町)
もゲスト出演し､ 約20人の来場者は２人のセッショ
ンを楽しみました｡
河野さんは､ 全国で眠っているピアノを目覚め
させ､ 楽しいコンサートを開催しています｡ この
日も､ 廃校で使われなくなったピアノを使い､
｢古くなったピアノでも､ 壊れかけたピアノでも､
こんなに生き生きと歌いだす｡ 桜も人生も同じこ
と｡ まだまだ､ がんばろう｣ と語りました｡
円正寺のしだれ桜が枯死の危機に直面している
ことから､ 市は本年度､ 樹勢回復事業に取り組み
ます｡

13種類の山菜の天ぷらが並ぶ

辰川五朗教育長 (右) に受章を報告

寺の境内で熱い演奏を繰り広げる
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地域の力を合わせて古代米の田植え
熊野むらづくり推進協が特産品づくり
５月18日､ 西城町
熊野地域の自治振興
区､ 神話の里熊野む
らづくり推進協議会
が ｢イザナミ米｣ の
田植えを行いました｡
イザナミ米とは､
古代から食されてい
る黒米のことで､ 熊
野地域では古事記神
話の里にちなみ ｢イザナミ米｣ と名づけ､ 特産品として栽
培しています｡
田植えは､ 熊野小学校隣の水田で地域の住民約30人が参
加し､ イザナミ伝説を歌った田植え歌に合わせ､ 一列に並
んだ早乙女12人が手植えをしました｡
イザナミ米は､ 自治振興区が経営する熊野神社前のイザ
ナミ茶屋で､ 餅やせんべいなどに加工して販売しています｡
自治振興区の岡田操会長は､ ｢毎年､ 地域の人がたくさ

ん集り､ この田植えが続いているのがうれしい｡ ここで収
穫した米から作ったもちも評判がいい｣ と話していました｡

自然や農業の良さを次世代へ
詩集を出版し､ 母校へ寄贈
水越町でシイ
タケ農家を営む
山口啓二さんが､
詩集 ｢ひろった
石｣ を自費出版
し､ 田園文化セ
ンターや母校の
庄原実業高校な
どへ寄贈しまし
た｡
この本は､ 山
口さんが19歳で
南米アルゼンチ
ンへ単身移民したころから綴った詩や童話､ ショー
トストーリーをまとめたもので､ ｢石｣ や ｢花｣､
｢きの子｣ など､ 自然の中で感じたものを多く
表現しています｡
山口さんは ｢この本を通して､ 地元の子ども
たちに自然や農業の素晴らしさを感じてほしい｡
これが交流のきっかけになれば｣ と話していま
した｡

つきたてのもちに笑顔
比和特産市場がイベント
比和町木屋原にある比和特産市場は､ 今年の営業を
開始した４月20日､ もちつきなどでオープンを祝いま
した｡
店頭には春の山菜・新鮮野菜・加工品などが並び､
朝８時からオープンを待ちわびていた町内外の買い物
客や､ 吾妻山の観光客が立ち寄り､ 多くの人でにぎわ
いました｡
イベントでは､ もち
つきやもちまきが行わ
れ､ つきたてのもちが
入ったぜんざいが無料
で配られると､ ｢ねば
りがあって､ おいしい｣
と喜んでいました｡
比和特産市場は12月
まで､ 毎週土・日曜日
の７時から正午に営業
しています (１月～３
月休業)｡

Ｂ６版､ 112ページの詩集 ｢ひろった石｣

買い物客でにぎわう特産市場

都市住民と山菜を味わう
おっぱらの春を食べる交流会
越原
おっぱら

みこと会が４月27日､ ふれあいの里
越原で､ 山菜を通じた交流イベント ｢おっ
ぱらの春を食べる交流会｣ を開催しました｡
町内外から参加した約30人は､ 地域に自
生するヨモギを摘み取った後､ もちつきや
山野草料理作りを体験しました｡
昼食には､ タラや山ウドなど十数種類の
新鮮な山菜がその場で天ぷらに調理され､
参加者は舌鼓を打って､ 春の味覚を楽しみ
ました｡

ヨモギのもちつきを楽しむ参加者

一列に並んで手植えをする
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春の道後山高原を駆け抜ける
中国マスターズクロスカントリー大会

４月24日､ 道後山高原クロカンパークで､ 中国マ
スターズクロスカントリー大会が開催されました｡
今回で12回目を迎えたこの大会は､ クロカンパー
クの春の恒例となっており､ 中国地方の各県から115
人の選手が参加しました｡ 最高齢の参加者は84歳の
男性でした｡
だれでも生涯楽しく同年代の人と競技できるよう
に､ 種目は１㎞､ ３㎞､ ５㎞､ ８㎞の距離ごとに､
５歳刻みの年齢区分に分かれて競技が行われました｡
参加した選手たちは､ 心身の健康の保持､ 増進を
図りながら年代別の記録に挑戦｡ 高原の春を感じな
がら､ 標高700ｍの芝生コースを駆け抜けました｡

自然を大切にする心を育む
口南小が遠足で森林教室

口南小学校 (児童77人) の遠足にあわせ､ 広島
北部森林管理署の森林教室が４月25日､ 口和町の
釜ヶ峰山国有林で行われました｡
子どもたちは､ 森林の役割を紙芝居などで学ん
だ後､ 木工教室で慣れない丸太切りを体験したり､
木の枝などを使って工作したりして､ 森林とふれ
あいました｡
この国有林は､ 588本のアベマキの大木があり､
西日本一の巨木林といわれています｡
市は､ 森林浴公園として､ 草刈りや歩道の整備
など地元自治振興区に管理を委託し､ 気軽に自然
を満喫できるよう整備しています｡

住民の力で美しいまちづくり
口和で美・クリーン運動
口和町で毎年恒例となっている ｢美・クリーン
運動｣ が４月20日､ 各自治振興区を中心に行われ
ました｡
20年以上続くこの運動は､ 春と秋の年２回､ 各
地域のごみを拾い､ 地域の環境美化に貢献してい
ます｡
この日は､ 道端に投棄された空き缶やペットボ
トルなどを拾い､ リサイクルできるように分別し
ました｡ 今回集められたごみは1,130キロで､ 昨
年より120キロごみが増えていました｡
場所によっては､ 地域で処理できない不法投棄
もあり､ 参加者は ｢投げ捨てられるごみが減って
いない｣ と嘆き､ 環境衛生の重要性と､ この運動
を続けていく必要性を再認識していました｡

芝生のコースでいっせいにスタート

集めたごみを分別する地域住民

紙芝居で森林の役割を学ぶ
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者

補
装
具
判
定
会

[

聴
覚]

６
月
19
日(

木)

受
付

13
時
〜
14
時

と
こ
ろ

備
北
地
域
事
務
所
第
３
庁
舎

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談

(

特
設)

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

６
月
24
日(

火)

７
月
８
日(

火)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き

７
月
３
日(

木)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き

７
月
10
日(

木)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

西
城
公
民
館

●
総
領
地
域

と
き

７
月
10
日(

木)

９
時
〜
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

�
０
８
２
４-

６
２-

２
５
７
２

定
期
巡
回
児
童
相
談

備
北
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と
き

６
月
19
日(

木)

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
一
週
間
前
ま
で
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
子
育
て
支
援
係

�
０
８
２
４-

７
３-

０
０
５
１

健
康
相
談

広
島
県
備
北
地
域
保
健
所

(

三
次
市
十
日
市
東)

で
実
施

す
る
健
康
相
談
で
す
。
事
前
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の

心
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き

６
月
19
日(

木)

７
月
15
日(

火)

13
時
〜
14
時
30
分

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に

お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

７
月
９
日(

水)

13
時
〜
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所
保
健
課
保
健

対
策
係

�
０
８
２
４-

６
３-

５
１
８
１

無
料
登
記
相
談

司
法
書
士
な
ど
に
よ
る

｢

無

料
登
記
相
談
所｣

を
、
毎
月
第

２
木
曜
日
に
開
設
し
ま
す
。

登
記
申
請
手
続
き
な
ど
、
登

記
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
何
で

も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
約
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
三
次
支

局

(�
０
８
２
４-
６
２-
５
０

７
０)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
き

７
月
10
日(

木)

10
時
〜
12
時

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

広
島
法
務
局
民

事
行
政
調
査
官
室

�
０
８
２-

２
２
８-

５
６
９
０

３
Ｂ
体
操
の
集
い

３
Ｂ
体
操
は
、｢

健
康
で
安

ら
か
な
心
、
健
康
で
美
し
く
、

健
康
で
美
し
く
老
い
る｣

を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
健
康
体
操
で

す
。
３
Ｂ
の
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・

ベ
ル
タ
ー
の
３
つ
の
用
具
を
使

い
、
心
と
体
を
動
か
し
ま
す
。

無
理
せ
ず
自
分
に
合
っ
た
運

動
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
３
世

代
で
楽
し
め
ま
す
。

３
Ｂ
体
操
の
集
い
で
は
、
庄

原
・
東
城
・
西
城
の
各
教
室
が

参
加
し
、
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
き

て
、
一
緒
に
心
地
よ
い
運
動
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
き

７
月
12
日(

土)

10
時
〜
12
時

と
こ
ろ

庄
原
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ

３
Ｂ
体
操
庄
原
教
室

(

水
上

忠)

�
０
８
２
４-

７
２-

２
２
６
８

�
０
９
０-

４
６
５
８-

９
０
５
６

太
鼓
ラ
イ
ブ
東
城

迫
力
満
点
の
和
太
鼓
演
奏
に

加
え
、
尺
八
・
バ
イ
オ
リ
ン
・

ピ
ア
ノ
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
新

し
い
太
鼓
演
奏
の
ラ
イ
ブ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
14
日(

土)

19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料

大
人

１
、２
０
０
円

(

前
売
１
、０
０
０
円)

問
い
合
わ
せ

東
城
町
観
光
振
興
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会

�
０
８
４
７
７-

２-

５
０
０
３

(

庄
原
市
役
所
東
城
支
所
内)

広報しょうばら 2008.6 ��



�

テ
ー
マ
は

｢

お
父
さ
ん｣

。

親
子
み
ん
な
で
参
加
で
き
ま
す
。

と
き

６
月
29
日(

日)

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。(

希
望
さ

れ
る
方
は
６
月
20
日
ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い)

●
講
演
会

13
時
15
分
〜
14
時
50
分

演
題

｢

息
子
３
人

ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
・
記
者
夫
婦
奮
闘
物
語｣

講
師

民
放
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

笠
井
か
さ
い

信
輔
し
ん
す
け

さ
ん

立
会
い
出
産
の
た
め
に
生
放

送
の
司
会
を
休
み
、
電
話
で
の

生
出
演
で
話
題
と
な
っ
た
笠
井

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
現
在
も
、
妻

と
と
も
に
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
を
通
じ
て
、
仕
事
と
家
庭

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
を
、
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
暮
ら
し
の
一
日
相
談
所

悩
み
や
困
り
ご
と
を
相
談
し

た
い
け
ど
、
仕
事
が
休
め
な
い

と
い
う
方
に
、
一
日
相
談
所
を

開
設
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
男
女
ど

ち
ら
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

※
６
月
20
日(

金)

ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

※
別
会
場
で
開
設
し
ま
す
。
予

約
受
付
後
、
会
場
と
相
談
時
間

を
通
知
し
ま
す
。

●
リ
ラ
ッ
ク
ス
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｏ
ｍ

マ
マ
の
た
め
の
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
教
室
で
す
。

①
10
時
20
分
〜
②
11
時
10
分
〜

参
加
費

５
０
０
円

●
キ
ッ
ズ
・
ル
ー
ム

13
時
15
分
〜
15
時
00
分

講
演
会
の
間
、
子
ど
も
た
ち

は
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
挑
戦
し

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
男
女
共
同
参
画
係

�
０
８
２
４-

７
３-

１
２
４
３

大
規
模
林
野
火
災
想
定

訓
練庄

原
市
消
防
団
比
和
方
面
隊

は
、
庄
原
消
防
署
高
野
出
張
所

と
合
同
で
、
林
野
火
災
を
想
定

し
、
消
防
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

や
消
防
は
し
ご
車
が
実
働
す
る

本
格
的
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
一
般
の
方
も
参
観

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

と
き

６
月
15
日(

日)

10
時
〜
12
時

と
こ
ろ

比
和
ス
ポ
ー
ツ
広
場

イ
ベ
ン
ト

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

展
示
説
明
、
は
し
ご
車
体
験
搭

乗
、Ａ
Ｅ
Ｄ
救
急
教
室
、住
宅
用

火
災
警
報
器
実
験
ミ
ニ
ハ
ウ
ス

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
室

�
０
８
２
４-

８
５-

２
１
１
１

ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

自
然
観
察
会

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー

ク
内
に
自
生
す
る
中
国
山
地
特

有
の
山
野
草
な
ど
の
植
物
を
、

現
地
ガ
イ
ド
の
分
か
り
や
す
い

解
説
で
紹
介
し
ま
す
。
サ
サ
ユ

リ
・
ミ
ズ
チ
ド
リ
・
カ
キ
ラ
ン

の
季
節
に
入
り
ま
す
。

と
き

７
月
６
日(

日)

と
こ
ろ

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

参
加
費

大
人

５
０
０
円

高
校
生
以
下

２
５
０
円

(

入
園
料
含
む)

問
い
合
わ
せ

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

�
０
８
２
４-

８
４-

２
７
２
７

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
人
形
劇

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
×
２
す
る
感
動
を

親
子
で
味
わ
う
会
が
、｢

マ
リ

オ
ネ
ッ
ト
人
形
劇

パ
ズ
ル
博

士
と
怪
盗
ズ
ル
パ｣

を
開
催
し

ま
す
。
糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
み

の
む
し
に
よ
る
、
不
思
議
で
、

痛
快
で
、
愉
快
な
ス
テ
ー
ジ
で

す
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

く
楽
し
め
ま
す
。

と
き

６
月
27
日(

金)

19
時
開
演

と
こ
ろ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

鑑
賞
券

前
売
り

１
、０
０
０
円

当

日

１
、２
０
０
円

３
歳
以
上
一
律

問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
子
育
て
支
援
係

(�
０
８
２
４-

７
３-

０
０
５
１)

ま
た
は
代
表
石
原
春
美

(�
０
８
２
４-

７
３-

０
９
３
０)

広報しょうばら 2008.6��

男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
２
０
０
８

〜
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
！
〜



ぼ
に
ば
な
の
丘

草
刈
交
流
会

絶
滅
危
惧
種
ヒ
ゴ
タ
イ
は
、

そ
の
昔
、
ぼ
に
ば
な

(
盆
花)

と
し
て
お
墓
に
手
向
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
三
河
内
の
三
つ
子

山
城
主
の
墓
や
三
河
内
八
十
八

カ
所
へ
ヒ
ゴ
タ
イ
を
手
向
け
、

森
と
人
が
共
生
し
て
い
た
こ
ろ

の�
ぼ
に
ば
な
文
化�
を
復
活

す
る
取
り
組
み
で
す
。

と
き

６
月
14
日(

土)

10
時
〜
13
時
30
分

と
こ
ろ

比
和
町
三
河
内

ぼ
に
ば
な
の
丘

定
員

20
人

参
加
費

１
、５
０
０
円

申
込
締
切

６
月
11
日(

水)

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
室

�
０
８
２
４-

８
５-

３
０
０
０

ハ
ン
ゲ
の
ち
ま
き
作
り

体
験
交
流
会

比
和
町
の
越
原
お
っ
ぱ
ら

地
域
で
は
、

一
年
の
真
ん
中
に
あ
た
る
日
の

｢

ハ
ン
ゲ｣

に
、
ち
ま
き
な
ど

を
食
べ
て
農
作
業
の
疲
れ
を
い

や
す
風
習
が
あ
り
ま
す
。
越
原

の
皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら
、

ち
ま
き
作
り
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き

７
月
６
日(

日)

10
時
〜
14
時

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里
越
原

定
員

20
人

参
加
費

１
、５
０
０
円

申
込
締
切

７
月
３
日(

木)

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
室

�
０
８
２
４-

８
５-

３
０
０
０

県
民
の
森
自
然
観
察

県
民
の
森
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
、
比
婆
山
を
中
心
に
近
郊
の

山
々
を
訪
ね
る
県
民
の
森
イ
ベ

ン
ト｢

中
国
山
地
の
自
然
探
訪｣

の
ご
案
内
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
し

い
内
容
は
、
申
込
者
に
別
途
ご

案
内
し
ま
す
。

○
比
婆
山
と
福
田
頭
の
登
山
と

自
然
観
察

｢

梅
雨
の
ブ
ナ
林｣

と
き

６
月
27
日(

金)

28
日(

土)

参
加
費

１
泊
３
食１人

１
１
、０
０
０
円

日
帰
り１

人

２
、０
０
０
円

募
集
人
員

30
人

○
比
婆
山
と
猫
山
の
自
然
観
察

｢

夏
の
星
座
観
察｣

と
き

７
月
11
日(

金)

12
日(

土)

参
加
費

１
泊
３
食１人

１
１
、０
０
０
円

日
帰
り１

人

２
、０
０
０
円

募
集
人
員

30
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
公
園
セ
ン

タ
ー

�
０
８
２
４-

８
４-

２
０
１
１

観
光
ア
シ
ス
タ
ン
ト

よ
い
と
こ
祭
り
を
は
じ
め
各

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

し
、
庄
原
市
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す

る
｢

庄
原
市
観
光
ア
シ
ス
タ
ン

ト｣

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

２
人

任
期

平
成
20
年
８
月
〜
平
成

22
年
７
月

業
務
内
容

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
諸
行

事
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
お
よ
び

県
内
外
で
の
観
光
宣
伝
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

待
遇

賞
金
10
万
円
。
出
務
に

応
じ
報
償
金
を
支
給
。

応
募
資
格

●

庄
原
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
満
18
歳
以
上
の
男

女
。(

高
校
生
は
除
く)

●

庄
原
市
が
大
好
き
、
庄
原
市

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
方
。

●

勤
務
・
学
業
に
支
障
が
な
く
、

任
期
中
内
外
の
公
的
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
業
務
に
従
事
で

き
る
方
。(

年
間
７
〜
８
回
程

度
、
平
日
も
含
む)

申
し
込
み

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
カ
ラ
ー
写
真
を
添
え
て

｢

庄
原
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
行
委
員
会
事
務
局｣

ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
商
工
観

光
課
、
各
支
所
地
域
振
興
室
、

各
観
光
協
会
で
も
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

応
募
締
切

６
月
30
日(

月)

選
考

観
光
ア
シ
ス
タ
ン
ト
選

考
委
員
会
を
組
織
し
、
選
考
会

開
催
に
よ
り
決
定
。(

選
考
会

の
日
程
は
応
募
者
に
後
日
連
絡

し
ま
す)

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行

委
員
会
事
務
局(

商
工
観
光
課)

�
０
８
２
４-

７
３-

１
１
７
９
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【６月～７月のイベント情報】
●フラワーデザイン講座
と き ６月11日(水)・18日(水)・25日(水)
※申し込みはマーガレット・フルール
(�082-810-5670)
●ゆめさくら講座－かんぽの森散策と山野草料理
と き ６月22日(日) ９時30分～15時
参加費 1,500円
●生け花展示会 (庄原華道連盟)
と き ６月27日(金)～29日(日)
●山野草寄せ植え展示会
と き ７月４日(金)～６日(日)

県立広島大学市民公開講座 (前期)

庄原市には､ 広大な田畑や山林などの豊かな自
然資源､ その自然に育まれてきた文化､ 歴史など
の ｢宝｣ があります｡
庄原に引き継がれてきた ｢宝｣ を今､ 見つめな
おすことは､ より元気でやすらぎのあるまちづく
りへとつながります｡ 新たな方策や活力､ 乗り越
えるべき問題点を見いだすことができるからです｡
すなわち､ ｢故きを温めて新しきを知る｣ です｡
今回の講座では､ 皆さんと一緒に過去に学び､
現在を知り､ 庄原市の未来づくりについて考えま
す｡
と き ６月24日(火)～７月25日(金)
ところ 県立広島大学庄原キャンパス
申込締切 ６月17日(火)
受講を希望する方は､ 生涯学習課社会教育係へ
電話かメールで申し込みください｡ (住所・氏名・
電話番号・年齢)
受講料 テキスト代1,000円 (初回出席時納入)
定員 80人
講座日程

※一講座90分です
※４回以上講座を受講した方には修了証を交付します｡
問い合わせ
生涯学習課社会教育係 �0824-73-1188������：���������������������������������������比和博物館

展示品紹介 ミズラモグラ

ミズラモグラは古い型のモグラで､ 分布の中心
は中国四川省・雲南省・シッキム､ アッサム､ ミャ
ンマー､ タイ､ インドシナの山地帯です｡ 更新世
中期 (約12万年前～78万年前) のころ､ 分布の中
心地帯から西まわりのコースをたどって日本列島
へ分布を広げてきたモグラです｡
小型で尾が長いのが特徴です｡ 大変珍しいモグ
ラで､ 今まで比和町で３頭しか採集されていませ
ん｡ 広島県では東城町小奴可と山県郡北広島町に
ある臥

が

竜
りゅう

山
ざん

でそれぞれ１頭が採集されていますの
で､ 合計５頭がこれまでに採集されたことになり
ます｡
比和産のミズラモグラは自然科学博物館常設展
示の ｢モグラのなかま・食虫類の世界｣ で展示し
ています｡
問い合わせ �0824-85-3005

口和郷土資料館

開館日 月・木・土 ９時～17時
問い合わせ �0824-87-2230
この写真は､ 口和町内の民家から ｢囲炉裏の間｣
をそのまま当館内に移築したものです｡
屋根は本格的な藁

わら

葺き､ 柱は当時の工法で釘は
使わず縄で固定､ むしろ敷きの中央部には火を焚
く ｢囲炉裏｣ があります｡ 囲炉裏は暖房はもとよ
り､ 吊るした自在鍵に鍋などをかけて食物の煮炊
きも行っていました｡
この囲炉裏の間では食事に家族のだんらん､ そ
して針仕事や粉引き・わら細工などの仕事もして
いました｡
囲炉裏の四辺の座はきちん
と決められ､ 上座である�家
長�の座は ｢ヨコザ｣､ ヨコ
ザの左側は主婦の座 ｢カカザ｣､
ヨコザの右側は長男または客
人用の座 ｢ワキザ｣､ ヨコザ
の前の土間側は下座で ｢キジ
リ｣ と言っていました｡

展示品紹介 囲
い

炉
ろ

裏
り

の間

囲炉裏
カ
カ
ザ

ワ
キ
ザ

ヨコザ

キジリ

土間

[レイアウト]

｢温故知新｣
－庄原市の宝 現在・過去・未来－

回 日 時 講座名 場 所 講 師

1 6/24(火)14:40～ 地域ブランドへ
の取り組み

県立広島大学
庄原キャンパス2202

生命環境学部准教授
吉野 智之

2 6/30(月)14:40～
明治期の英語教科書:
庄原英学校とナショナ
ルリーダー

県立広島大学
庄原キャンパス2502

生命環境学部准教授
馬本 勉

3 7/8 (火)14:40～ 里山と豚との新しい関係
県立広島大学

庄原キャンパス2202
生命環境学部准教授
村田和賀代

4 7/16(水)10:40～ 庄原の森を楽しむ
県立広島大学

庄原キャンパス3201
生命環境学部前教授
宮本 誠

5 7/25(金)13:00～ 倉田百三 『出家とその
弟子』 再読

県立広島大学
庄原キャンパス1201

生命環境学部教授
遠藤 伸治
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公
園
の｢

ひ
ば
の
里｣

で
は
、

こ
の
時
期
の
風
物
詩
、
ア
ジ
サ

イ
の
花
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。

約
１
０
、
０
０
０
株
の
ア
ジ

サ
イ
が
植
え
ら
れ
て
い
る

｢

ア

ジ
サ
イ
園｣

に
は
、
合
計
で
約

80
品
種
、
一
般
に
よ
く
見
ら
れ

る
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ジ
サ
イ
だ
け
で

な
く
、
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
や
ヤ
マ

ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
珍
し
い
品
種

も
多
数
植
栽
し
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
色
形
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

ま
だ
一
部
木
が
幼
い
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
平
成
15
年
度
に

植
栽
し
た
ア
ジ
サ
イ
は
、
年
々

花
の
付
き
方
も
良
く
な
っ
て
い

ま
す
。

同
じ

｢

ひ
ば
の
里｣

の
池
で

は
ス
イ
レ
ン
の
花
も
見
ご
ろ
を

迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
風
情

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

充
実
の
天
然
芝
コ
ー
ス
！

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

｢

つ
ど
い
の
里｣

に
は
、
全

４
コ
ー
ス
32
ホ
ー
ル
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
す
べ

て
天
然
芝
、
冷
暖
房
完
備
の
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も
併
設
し
て
お
り
、

平
日
、
休
日
を
問
わ
ず
多
く
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
現
在
コ
ー
ス
沿
い
に
は
ユ

リ
の
花
も
開
花
し
て
お
り
、
プ

レ
ー
を
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
持
ち
の
良
い
緑
の
中
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
程
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
電
話
に
て

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�ブルースカイ�ホンアジサイ�深山八重紫

【庄原市ホームページアドレス】http://www.city.shobara.hiroshima.jp

女性児童課男女共同参画係 �0824-73-1243������������� � � � � � � � � � ����������������
広 島 県 広 島 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 女 性 相 談 課
(配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所)�082-254-0391
広 島 県 備 北 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 相 談 援 助 課
(配偶者暴力相談支援センター)�0824-63-5181(内線2313)
この機会に､ 身のまわりの男女のありかたに
ついて考えてみませんか？

市ではイベントを開催します→28ページへ

�� � ������������������ ����
※公務により実施できない場合もあります｡
※道路の改良･維持･修繕などの要望､陳情は､直接事業担
当課へお願いします｡
■問い合わせ 企画課広報統計係�0824-73-1159｢ふれあい市長室｣の日程６月23～29日は男女共同参画週間です

�
｢広報しょうばら｣に広告を募集します
市内の全世帯(約16,000世帯)に配布する広報紙

｢広報しょうばら｣(毎月５日発行)に広告を掲載する
法人､団体､個人事業者などを募集します｡
問い合わせ 財政課理財係 �0824-73-1202

����������� ���

見ごろ：６月中旬～７月中旬
※開花時期は天候などにより前後します｡

����� ���������������
○コース使用料：100円
○クラブ・ボールレンタル：100円
(入園料､ 駐車料は別途)

１

２３

���������
と き ６月14日(土) 14時～15時30分
ところ 時悠館研修室
講 師 三枝健二さん

(県立歴史民俗資料館主任学芸員)
演 題 石の道具 －石器時代の社会を考える－

��� ����������
期間 ６月29日(日)まで�08477-6-0161
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６月・７月の犬・猫の引き取りは､ 次の
日程で実施します｡ なお､ 手続きには認
印が必要ですので､ 持参してください｡

犬･猫の
引き取り

日 程 場所および時間

庄原
地域

毎月第１～第４火曜日
6月10・17・24日
7月1・8・15・22日

東自治振興センター 11時～11時10分
仮庁舎 11時25分～11時35分
敷信自治振興センター11時50分～12時

…
…………

西城
地域

毎月第１・第３木曜日
6月19日
7月3・17日

西城支所………9時～9時10分

東城
地域

毎月第１・第３木曜日
6月19日
7月3・17日

小奴可研修センター…9時40分～9時50分
東城文化会館…10時20分～10時30分

口和
地域

毎月第４木曜日
6月26日
7月24日

口和支所………11時40分～11時50分

高野
地域

毎月第４木曜日
6月26日
7月24日

高野支所………13時20分～13時30分

比和
地域

毎月第４木曜日
6月26日
7月24日

比和支所………13時50分～14時

総領
地域

毎月第２水曜日
6月11日
7月9日

総領支所………9時40分～9時50分
(スクールバス駐車場)

問い合わせ 環境衛生課 �0824-72-1398

休日診療のご案内
６月・７月の休日診療について
は､ 次のとおりです｡

■庄原地域
月 日 診療所名 電話番号

６月８日(日)
15日(日)
22日(日)
29日(日)

７月６日(日)
13日(日)

河 本 医 院
笠 間 医 院
田 渕 医 院
藤 野 医 院
庄原赤十字病院
毛 利 医 院

0824-75-0311
0824-72-0535
0824-72-3900
0824-72-4646
0824-72-3111
0824-72-2863

※庄原赤十字病院については､ 救急患者に限ります

■東城地域
月 日 診療所名 電話番号

６月８日(日)
15日(日)
22日(日)
29日(日)

７月６日(日)
13日(日)

細 川 医 院
東 城 病 院
こぶしの里病院
日 伝 医 院
東 城 病 院
三上クリニック

08477-2-0054
08477-2-2150
08477-2-5255
08477-2-2180
08477-2-2150
08477-2-1151

■発行／平成20年6月5日 ■編集・発行／庄原市企画課 〒727-8501 広島県庄原市中本町一丁目10番１号 �0824-73-1159 ■印刷／シンセイアート㈱
５
月
は
、
四
川
大
地
震
の

街
頭
募
金
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
長
年
、
庄
原
市
が
友

好
交
流
を
続
け
て
き
た
綿
陽

市
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
募
金

し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市

政
懇
談
会
な
ど
で
、
国
際
交

流
の
成
果
を
問
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
い
ざ
と
い

う
時
、
お
互
い
に
助
け
合
え

る
と
い
う
の
も
、
友
好
交
流

を
続
け
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
今

回
感
じ
ま
し
た
。

庄
原
市
も
決
し
て
、
対
岸

の
火
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
然
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
で
被
害
を

軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

今
回
の
防
災
特
集
が
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

糸� [住民基本台帳登載人口]
○人 口 42,081人(前年比－716人)
男 19,930人(前年比－371人)
女 22,151人(前年比－345人)

○世帯数 16,110世帯(前年比－108世帯)
[外国人登録人口]
○人 口 328人(前年比＋8人)

人の動き(４月末日現在)

��������������������
市街地の空き店舗を活用した､ 各種展示ができる市民ギャラリーです｡

｢秋芳流ちぎり絵展｣
9日(水)～12日(土)
10時～17時 ※入場無料

●問い合わせ
庄原市文化協会事務局 電話0824-72-4347(白川)
生涯学習課社会教育係 電話0824-73-1188
商工観光課商工観光係 電話0824-73-1179
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込み
ください｡ 使用料はいりません｡

�������
献血を次のとおり実施します｡
皆さんのご協力をお願いします｡

■問い合わせ 保健医療課医療係 �������������献血の
ご案内

実施日 会場 受付時間

６月27日(金) 西城保健福祉総合センター(しあわせ館)
10時～11時30分
12時30分～15時

６月30日(月) ジョイフル 11時30～15時

����
★おかげさまで90回目の九日市｡
いつもありがとうございます｡
★お昼休みに遊びに来てね｡
14時まで営業中｡������� �������������������� ���� ��������������������������������

���

���



国兼池導水路
国兼池は､ 約360年の歴史を持つ県内最大のため池で､ 743ha

にも及ぶ水田を支えています｡
この国兼池の水はどこから来るのかご存知でしょうか｡
東にはるか10㎞近く離れた本村川から水を引いており､ これが
国兼池導水路です｡ 水路勾配は数百分の一といわれるルートをた
どり､ 測量機器や測量技術もない時代に､ 神川平助が設定したも
のです｡
工事に着手したのは､ 時代がさらに進んだ昭和17年で､ ６年の
歳月をかけて完成しました｡ しかし､ 戦時中の物資のない中で行
われたため､ 水もれなどのトラブルが頻発し､ 近年､ ほ場整備に
あわせてパイプライン化などの改修工事が行われ､ 昭和63年に完
成しました｡
導水路の管理は､ 組合員62人が年に１回草刈りをするほか､ 毎
日見回りなどをしています｡ また､ 毎年秋に､ 国営備北丘陵公園
事務所の主催で､ 導水路を歩くイベントが行われています｡
先人が苦労して作った貴重な土木遺産を､ 大切に守っていきた
いと思います｡ 谷山忠行 (上原町)

次世代へ引き継ぎたい有形・無形
の財産の中から､ 市民が庄原市全
体の宝として選ばれたものを紹介
するコーナーです｡ 自然・歴史・
文化・生活・産業など､ 各分野か
らご推薦ください｡

応募方法
名前と住所をご記入のうえ､ ｢ここ
が好き｣ ｢ここがすばらしい｣ ｢こん
な保全活動をしている｣ など､ ”庄
原の宝”への思い入れなどを200字
程度にまとめ､ 写真１枚を添付して､
郵送またはメールでご応募ください｡

応募先
〒727-8501
庄原市中本町一丁目10番1号
庄原市企画課広報統計係�0824-73-1159
メール kikaku-toukei@city.shobara.
hiroshima.jp

広報しょうばら 2008.6 ��

本村川から水を引く国兼池｡
手前が導水路の終点｡


